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一
、
は
じ
め
に

新
義
学
派
に
お
い
て
「
加
持
門
先
徳
」
と
尊
称
さ
れ
る
聖
憲
は
、
頼
瑜
の
教
学
を
受
け
継
ぎ
、
新
義
真
言
教
学
を
大
成

さ
せ
た
。
聖
憲
を
代
表
す
る
著
作
に
『
大
疏
百
条
第
三
重
』（
以
下
『
大
疏
第
三
重
』）
と
『
釈
論
百
条
第
三
重
』（
以
下
『
釈

論
第
三
重
』）
が
あ
る
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
頼
瑜
の
『
大
疏
愚
草
』『
釈
論
愚
草
』
に
基
づ
き
、『
大
日
経
疏
』『
釈
摩
訶
衍
論
』

に
関
す
る
議
論
を
聖
憲
が
百
題
に
ま
と
め
た
著
作
で
あ
る
。『
大
疏
第
三
重
』
は
、『
大
正
蔵
』（
第
七
九
巻
、
二
五
三
八
番
・

二
五
三
九
番
）
に
掲
載
が
あ
り
、勝
又
俊
教
『
真
言
の
教
学１
』
に
よ
っ
て
算
題
す
べ
て
の
国
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
『
釈

論
第
三
重
』
は
、
未
だ
翻
刻
・
国
訳
を
含
め
た
活
字
化
が
な
さ
れ
て
い
な
い２
。

筆
者
は
前
稿３
に
お
い
て
、『
釈
論
第
三
重
』
巻
一
よ
り
《
大
乗
通
局
》《
顕
論
密
論
》《
不
二
顕
密
》
の
翻
刻
・
国
訳
を
行
っ

聖
憲
撰
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
翻
刻
・
国
訳

　
　
　

―
《
不
二
機
根
》《
三
分
機
根
》
―

	
	
		

	
	

	
	

鈴　
　

木　
　

晋　
　

雄
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た
。
本
稿
は
そ
れ
に
続
き
、《
不
二
機
根
》《
三
分
機
根
》
を
取
り
上
げ
、
翻
刻
・
国
訳
を
行
い
、
併
せ
て
引
用
文
の
出
典

等
を
明
記
し
て
い
く
。

二
、
論
題
概
要

《
不
二
機
根
》

不
二
摩
訶
衍
に
機
根
が
あ
る
の
か
否
か
を
論
ず
る
も
の
で
あ
り
、
答
者
は
「
能
化
の
教
法
は
定
ん
で
所
治
の
機
根
に
由

り
て
発
起
す４
」
の
文
が
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
定
判
で
あ
る
と
し
、
立
義
分
所
立
の
法
門
に
不
二
摩
訶
衍
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

機
根
あ
り
の
立
場
を
取
る
。

《
不
二
機
根
》は
、頼
瑜
の『
釈
論
愚
草
』に
お
い
て
直
接
的
に
相
当
す
る
論
義
は
見
ら
れ
な
い
。し
か
し
、『
釈
論
第
一
愚
草
』

中
の
《
十
七
、
摩
訶
衍
法
雖
唯
是
一
〈
乃
至
〉
利
根
智
者
乃
所
領
解
〈
文
〉
爾
者
三
十
三
法
門
悉
領
解
修
行
一
機
可
有
耶
》

に
は
、
不
二
機
の
存
在
を
認
め
る
文
言
が
あ
り
、
頼
瑜
も
不
二
摩
訶
衍
に
機
根
あ
り
の
立
場
を
取
る
こ
と
が
窺
え
る
。

《
三
分
機
根
》

五
分
建
立
（
因
縁
分
・
立
義
分
・
解
釈
分
・
修
行
信
心
分
・
勧
修
利
益
分
）
の
説
段
に
お
い
て
、
立
義
分
・
解
釈
分
の
機
が

修
行
信
心
分
に
下
っ
て
修
行
・
入
証
す
る
か
否
か
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
義
で
は
、
立
解
二
分
の
他
に
修
行
信
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心
分
の
機
が
あ
る
の
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
答
者
は
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
喩
説
に
お
い
て
、
大
龍
（
立
義
分
）・
群
龍
（
解

釈
分
）
の
他
に
別
龍
が
な
い
こ
と
か
ら
、
修
行
信
心
分
の
別
機
は
な
く
、
立
解
二
分
の
機
が
修
行
信
心
分
に
下
っ
て
修
行
・

入
証
す
る
と
の
立
場
を
取
る
。

《
三
分
機
根
》は
、頼
瑜『
釈
論
第
一
愚
草
』中
の《
十
九
、付
明
五
分
次
第
爾
者
立
解
二
分
機
至
第
四
分
可
云
修
行
成
仏
耶
》

に
相
当
す
る
。
頼
瑜
は
初
重
の
解
答
で
「
義
門
多
途
に
し
て
定
め
難
し
と
雖
も
、
且
く
一
意
に
依
ら
ば
、
一
類
に
其
の
機

有
る
べ
き
な
り５
」
と
述
べ
、
修
行
信
心
分
に
下
る
機
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
は
い
る
。
し
か
し
、
二
重
の
解
答
で
は
、「
立

解
二
分
の
機
は
第
四
分
に
下
る
べ
か
ら
ず６

」
と
述
べ
て
お
り
、「
修
行
分
に
下
る
べ
き
な
り７

」
と
す
る
聖
憲
の
立
場
と
は

異
な
り
が
見
ら
れ
る
。

【
付
記
】
本
稿
に
お
け
る
翻
刻
・
国
訳
に
際
し
、
便
宜
を
い
た
だ
い
た
各
位
、
殊
に
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
に
は
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

三
、【
翻
刻
・
国
訳
】
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
所
蔵
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
巻
一

凡
例

一
、
本
翻
刻
・
国
訳
は
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
版
本
『
釈
論
百
条
第
三
重
』（
書
架
番
号
：
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１
０
０
２
５
）
巻
一
に
お
け
る
《
不
二
機
根
》《
三
分
機
根
》
の
翻
刻
・
国
訳
で
あ
る
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
、
運

敞
撰
『
大
疏
啓
蒙
第
一
』
も
参
照
し
た８
。

二
、
本
資
料
（『
釈
論
百
条
第
三
重
』
巻
一
）
の
書
誌
情
報
は
前
稿
（
鈴
木
二
〇
二
〇
）
参
照
。

三
、
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
以
下
の
形
式
に
基
づ
い
た
。

①
漢
字
の
表
記
は
原
則
と
し
て
底
本
に
従
っ
た
が
、
一
般
的
で
な
い
異
体
字
・
略
字
等
は
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

②
振
り
仮
名
、
送
り
仮
名
、
返
り
点
の
表
記
も
底
本
に
従
っ
た
。
但
し
、「
シ
テ
」「
ナ
リ
」「
コ
ト
」
等
の
片
仮
名
の

略
字
は
開
い
て
表
記
し
た
。

③
割
注
は
該
当
箇
所
を
〈　

〉
に
て
括
っ
た
。

④
底
本
の
明
ら
か
な
誤
植
等
は
適
宜
改
め
た
。

四
、
国
訳
に
当
た
っ
て
は
以
下
の
形
式
に
基
づ
い
た
。

①
本
文
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
旧
字
等
は
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

②
書
名
に
は
『　
　

』、
引
用
文
に
は
「　
　

」
を
付
し
、
可
能
な
限
り
出
典
を
示
し
た
。
書
名
・
出
典
の
略
号
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

『
釈
論
』　　
　
　
　

龍
猛
『
釈
摩
訶
衍
論
』

『
疏
』　　
　
　
　
　

法
敏
『
釈
摩
訶
衍
論
疏
』

『
通
玄
鈔
』　　
　
　

志
福
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』



―67―

聖憲撰『釈論百条第三重』翻刻・国訳（鈴木）

『
賛
玄
疏
』　　
　
　

法
悟
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』

『
記
』　　
　
　
　
　

普
観
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』

『
起
信
論
』　　
　
　

馬
鳴
『
大
乗
起
信
論
』

『
二
教
論
』　　
　
　

空
海
『
弁
顕
密
二
教
論
』

『
大
疏
』　　
　
　
　

善
無
畏
・
一
行
『
大
日
経
疏
』

『
大
正
蔵
』　　
　
　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

『
卍
続
』　　
　
　
　
『
卍
続
蔵
経
』（
ｚ
本
）

『
弘
大
全
』　　
　
　
『
弘
法
大
師
全
集
』

『
興
大
全
』　　
　
　
『
興
教
大
師
全
集
』

③
割
注
は
該
当
箇
所
を
〈　

〉
に
て
括
っ
た
。

④
底
本
に
お
い
て
、
引
用
文
に
は
返
り
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
適
宜
書
き
下
し
た
。

⑤
底
本
に
は
段
落
・
改
行
が
殆
ど
な
い
た
め
、
内
容
を
考
慮
し
、
適
宜
段
落
を
分
け
て
改
行
を
試
み
た
。

⑥
引
用
文
に
省
略
が
あ
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
（　

）
に
て
補
っ
た
。

註
１	

勝
又
俊
教
『
真
言
の
教
学
』（
一
九
八
一
、
国
書
刊
行
会
）
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２		

但
し
、《
法
義
勝
劣
》《
二
門
峙
立
》《
立
義
法
数
》《
自
門
心
念
》《
無
為
第
八
》
は
、
新
義
真
言
研
究
会
『
大
疏
第
三
重
・
釈
論
第
三
重
の
研
究
』

（
二
〇
〇
一
、
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
）
の
中
で
翻
刻
・
国
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。

３		

鈴
木
雄
太
「
聖
憲
撰
『
釈
論
百
条
第
三
重
』
翻
刻
・
国
訳　

―
《
大
乗
通
局
》《
顕
論
密
論
》《
不
二
顕
密
》
―
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』

五
、二
〇
二
〇
）

４
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

５		『
釈
論
第
一
愚
草
』
中
、
三
二
丁
左
～
三
三
丁
右

６		『
釈
論
第
一
愚
草
』
中
、
三
三
丁
右

７
『
釈
論
第
三
重
』
巻
一
、二
一
丁
右

８		

川
崎
大
師
教
学
研
究
所
所
蔵
の
版
本
（
書
架
番
号
：
１
０
０
２
４
）
を
参
照
し
た
。

【
翻
刻
】《
不
二
機
根
》

今
論
意
於
二

不
二
摩
訶
衍
一ニ

可
レ

云
レ

有
二

機
根
一

乎　

答
可
レ

有
二

機

根
一

也　

両
方
也
若
云
レ

有
二

機
根
一

者
凡
思
二ハ

不
二
摩
訶
衍
一ヲ

者

無
相
離
言
ノ

果
分
本
自
成
就
ノ

法
躰
也
依
レ

之
論
ノ

中
ニ

問
二シ
テ

何
故

無
因
縁
耶
一ト

答
二リ

離
機
根
故
一ト

無
二

機
根
一

云
事
誠
以
分
明
也
若	

十
四
丁
右
」

依
レ

之
云
レ

尓
者
設
二

四
分
ノ

教
文
一ヲ

事
ハ

任
二セ
リ

所
化
ノ

機
根
一ニ

不
二
既
ニ

立

義
所
立
ノ

法
数
也
定
知
可
レ

有
二

其
機
一

云
事
是
以
先
德
ノ

釈
ノ

中
ニ
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以
二

因
縁
惣
ノ

文
一ヲ

判
二玉
ヘ
リ

不
二
ノ

機
一ト

尓
者
兩
方
ナ
リ

答
自
レ

元
所
二

存
申
一

可
レ

有
二

機
根
一

也
能
化
教
法
定
由
所
治
機

根
發
起
ハ

當
論
ノ

定
判
也
立
義
所
立
ノ

法
門
ニ

既
ニ

有
二

不
二
一

可
レ

有
二

機
根
一

云
事
其
理
必
然
ヲ

乎
但
至
二

論
釈
一ニ

者
約
二

顕
機
一

故
云
二

離

機
根
一

也
非
レ

遮
二

密
機
一ヲ

者
更
不
レ

可
レ

成
レ

難
ト
矣

重
難
云
凡
定
二ル

機
根
ノ

有
無
一ヲ

事
可
レ

任
二

因
縁
分
ノ

説
相
一ニ

也
於
二

八

因
縁
之
中
一ニ

不
レ

出
二

不
二
ノ

機
一ヲ

成９
下

若
於
二

不
二
一ニ

許
二

機
根
一ヲ

者
何
不

レ

出
レ

之
乎
不
二
ハ

密
ノ

法
門
ナ
ル
カ

故
ニ

以
二

密
機
一ヲ

可
レ

為
二

不
二
機
根
一ト

之
由
上ヲ	

十
四
丁
左
」

申
欤
不
二
顕
密
ノ

事
未
二

治
定
一

何
以
二

不
定
之
義
一ヲ

為
二

定
量
一ト

成
下

有
二ル

機
根
一

之
旨
上

乎
設
又
雖
レト
モ

為ス
　

二ト

密
ノ

法
門
一ト

今
論
ハ

顕
ヲ

為
レ

面
ト

故
不
ハ

レ

出
二サ

其
機
根
一

者
可
レ

云
三

論
ノ

説
相
ハ

無
二ト

不
二
機
一

也
且
ハ

何
故
無
因

縁
耶
離
機
根
故
ノ

定
判
更
不
レヲ

及
二

異
求
一ニ

乎
然
ニ

彼
文
ハ

且
ク

遮
二

顕

機
一ヲ

之
説
也
以
下

可
レ

存
二

密
機
一ヲ
ハ

之
旨
上ヲ

會
申
事
不
レ

可
レ

尓
ル

論
釈
既
ニ

顕
ヲ

為
レ

面
故
ニ

云
レ

遮
二ス
ト

顕
機
一ヲ

者
此
分
ニ
テ

如
何
云
レ

存
二

密
機
一ヲ

乎
加
レ

之

問
二ル

何
故
無
因
縁
耶
一ト

之
意
依
二テ

本
論
一ニ

因
縁
分
ニ

不
レカ

出
レサ

機
ヲ

故
依
二テ

前
ノ

無
因
一ニ

難
二ス
ル

後
ノ

有
法
一ヲ

也
次
何
須
建
立
非
建
立
故
ノ

問
答
ヲ
ハ

以
二
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後
ノ

有
法
一ヲ

難
二ス
ル

前
ノ

無
因
一ヲ

之
時
成
下セ
リ

為
レ

機
不
二

建
立
一

之
旨
上ヲ

若
許
レ

機

者
二
重
問
答
如
何
可
二

意
得
之
一

C

乎
但
以
二

能
化
教
法
定
由	

十
五
丁
右
」

所
治
機
根
發
起
之
文
一ヲ

成
三シ

不
二
ニ

可
レ

有
二

機
一

申
事
甚
不
レ

可
レ

尓
ル

何
須
建
立
非
建
立
故
ノ

問
答
ニ

其
理
既
ニ

顕
シ

畢
ヌ

何
以
下

判
二ス
ル

三
十

二
ノ

因
海
一ヲ

之
文
上ヲ

被
二テ

不
二
一ニ

為
二ル

潤
色
一ト

乎
次
因
縁
惣
相
先
德
ノ

釈
ノ

深
意
難
レ

測
開
二

論
釈
一

謂
為
八
種
根
本
惣
躰
作
正
因
縁
故

言
因
縁
惣
為
二
十
四
種
分
離
別
相
作
正
因
縁
故
言
因

縁
相
三
十
二
種
惣
別
法
相
立
義
分
中
自
當
顕
説
文

前

重
八
所
入
之
機
ヲ

云
二ヒ

因
縁
惣
一ト

前
門
并
ニ

後
門
法
ノ

二
十
四
種
ノ

法
門
ノ

機
ヲ

云
二

因
縁
相
一ト

三
十
二
種
惣
別
法
相
之
結
成
更
不

レ

及
二

不
二
一ニ

乎
況
又
不
二
ニ

許
レ

機
者
以
二

不
二
一ヲ

為
レ

為セ
　

二ン
カ

密
蔵
一ト

也
然
ニ

本
論
ノ

因
縁
分
ニ

出
二ハ

不
二
機
一ヲ

於
二テ

本
論
一ニ

説
二ト

密
蔵
一ヲ

可
レ

云
乎
豈
夫	

十
五
丁
左
」

可
レ

尓
乎
又
二
教
論
ニ

地
論
釈
論
稱
其
離
機
根
文

釈
論
ノ

不

二
ヲ
同
二シ
テ

地
論
ノ

果
分
一ニ

云
二

離
機
根
一ト

離
機
離
教
ノ

説
ハ

非
レ

云
二ニ

不
二
ニ

不
ト

レ

許
一レ

機
ヲ

乎
是
以
先
德
釈
問
二

答
シ
テ

此
義
一ヲ

云
付
二

竪
ノ

中
ノ

竪
浅
畧
ノ

一

義
一ニ

作
二シ
玉
フ

此
釈
一
云

云

全
同
二ス
ト

地
論
一ニ
見
リ

何
ソ

離
機
離
教
ノ

説
ハ

且
ク

遮
二ル

顕
機
一ヲ
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詞
也
論
意
ト
シ
テ
ハ

不
二
ニ

云
レ

可
レ

許
レ

機
ヲ

乎
尓
者
不
レ

明
如
何

答
不
二
ノ

機
根
ノ

事
約
二シ
テ

本
釈
二
論
一ニ

倶
ニ

可
レ

存
二ス

其
義
一ヲ

也
先
就
二カ
ハ

本

論
一ニ

人
師
ノ

意
以
二

今
論
ノ

三
十
三
ノ

法
門
一ヲ

配
二

當
ス
ル

花
厳
之
五
教
一ニ

之

時
以
二

不
二
一ヲ

為
二

圓
教
一ト

本
論
ハ

統ス
ヘ

二テ

一
代
百
億
ノ

精
要
一ヲ

摂
二二セ
リ

起
信
一

巻
ノ

寳
冊
一ニ

若
今
論
不
レハ

許
二

不
二
ノ

機
一ヲ

者
一
代
ノ

教
文
ニ

可
レ

云
三

不
レト

化
二

圓
機
一ヲ

乎
且
ハ

寳
冊
ノ

十
論
ノ

中
ノ

本
源
玄
理
ノ

二
論
ノ

解
釈
分
ハ

釈
二セ
リ

不	

十
六
丁
右
」

二
一ヲ

彼
ノ

二
論
ノ

因
縁
分
ハ

可
レ

云
レ

無
二ト

解
釈
分
ノ

因
縁
一

乎
仰
観
二
論

必
具
五
分
ノ

通
法
ノ

釈
深
存
二

此
意
一ヲ

乎
若
尓
者
論
ノ

顕
相
ハ

真
生

二
門
ヲ

為
レ

表
ト

判
二ス
ル

終
頓
二
教
一ヲ

之
故
ニ

因
縁
分
ニ
ハ

且
雖
レ

不
レ

出
二サ

不
二
ノ

機
一ヲ

一
向
可
レ

非
レ

廢
二ス
ル
ニ
ハ

不
二
機
一ヲ

也
先
德
探
二

此
道
理
一ヲ

因
縁
惣
ノ

文
ニ

釈
三シ
玉
フ

合
二

説
ス
ト

不
二
ノ

機
一ヲ

也
加
之
根
性
門
ニ

如
是
此
論
為
欲
惣
摂

如
来
廣
大
深
法
無
邊
義
故
應
説
此
論
文

准
二ニ

流
通
之
頌
一ニ

如
来
ハ

當
二レ
リ

不
二
一ニ

慈
行
釈
二セ
リ

此
旨
一ヲ

既
ニ

為
二ニ

畧
無
力
依
他
根
一ノ

云
レ

説
二

如
来
廣
大
深
法
ノ

三
十
三
ノ

法
門
一ヲ

事
本
文
分
明
也
又
流
通

頌
ニ

諸
佛
甚
深
廣
大
義
我
今
随
分
惣
持
説
文

以
二

不
二
一

為ス
　

二

惣
持
説
ノ

法
門
一ト

豈
無
二ン

契
當
ス
ル

之
機
一

乎
故
知
立
義
分
ノ

離
機
離	

十
六
丁
左
」
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教
説
ハ

約
二ス
ル

終
頓
二
教
ノ

分
齊
一

一
徃
釈
也
ト

云
事
慈
行
大
師
釈
二

立
義
分
ノ

中
ニ

具
二ス
ト

五
教
一ヲ

何
局
二テ

圓
教
一ニ

強
ニ

遮
レ

有
二コ
ト
ヲ

普
賢
機
一

乎
次
約
下ハ

不
二
ヲ

為
レ

密
之
義
上ニ

者
凡
今
論
ハ

居
二テ

権
實
ノ

中
間
一ニ

兼
二カ

顕
密
ノ

兩
際
一ヲ

故
為
二ニ
ハ

顕
機
一ノ

建
二

立
シ

三
十
二
ノ

法
門
一ヲ

為
二ニ
ハ

密
機
一ノ

建
二

立
ス
ル

不
二
摩
訶

衍
一ヲ

也
若
不
二
ニ

不
レハ

許
レ

機
者
立
二テ

不
二
一ヲ

何
ノ

用
乎
是
以
判
二ス
ル

立
義

分
生
起
一ヲ

之
時
摩
訶
衍
法
雖
唯
是
一
而
為
恒
沙
法
門
躰

性
利
根
智
者
乃
所
領
解
文

雖
唯
是
一
ノ

摩
訶
衍
ハ

可
二

不
二

摩
訶
衍
一ナ
ル

利
根
智
者
豈
非
二

不
二
ノ

機
一ニ

乎
是
以
先
德
判
二シ
玉
ヘ
リ

此
旨
一

〈
無
際
釈
又
同
之
〉
又
先
德
釈
ニ

論
ノ

一
切
所
化
ノ

機
盡
二ス
ト
云
ヲ

於
初
因
縁
一ニ

釈
二二リ

因

果
二
機
一ト

又
隔
壇
門
不
二
往
向
位
三
十
二
ト
云

云

開
通
往
向	

十
七
丁
右
」

不
近
隔
壇
等
ノ

論
釈
不
レハ

存
二

不
二
機
一ヲ

者
何
有
二ン

此
等
ノ

釈
一

乎
所

詮
設
顕
ニ
ア
レ

設
密
ニ
ア
レ

以
二

不
二
一ヲ

為
二ハ

所
立
ノ

法
門
一ト

可
レ

存
二

其
機
一ヲ

之
條
理

在
絶
言
也
能
化
教
法
定
由
所
治
機
根
發
起
シ
テ

論
釈
盡
レカ

理
ヲ

故
々
ニ

知
為
レニ

顕
二カ

不
二
ノ

極
妙
甚
深
ナ
ル

事
一ヲ

因
縁
分
ノ

中
ニ

別
シ
テ

不
レカ

出
二

不

二
ノ

機
一ヲ

故
雖
レ

釈
下ス
ト

廢
二ス
ル

機
根
一ヲ

之
旨
上ヲ

教
説
既
ニ

有
レ

之
可
レ

知
機
根
又

可
レ

有
云
事
例
如
下ク

真
如
門
ノ

廣
説
叚D

ニ

躰
真
如
ノ

理
ヲ

釈
二ス
ル
ヲ

離
言
説
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相
離
心
縁
相
等
一ト

釈
中ル
カ

立
二テ

五
言
十
心
一ヲ

離
言
離
心
ト

者
約
二ル

四
言

九
心
一ニ

也
若
約
二ハ

如
義
一
々
心
一ニ

有
言
有
心
也
上ト

以
二

離
機
離
教

之
釈
一ヲ

終
ニ

離
二タ
リ
ト

機
教
一ヲ

不
レ

可
レ

得
レ

意
也
離
機
離
教
ノ

詞
ノ

下
ニ
ハ

還
テ

顕
二ス

有

機
有
教
之
旨
一ヲ

也
次
至
二

先
德
ノ

因
縁
分
ノ

釈
一ニ

者
彼
釈
ニ

云
八
種	

十
七
丁
左
」

之
根
本
八
種
即
根
本
不
二
八
種
因
分
八
種
根
本
惣
躰

有
義
文

付
二

此
釈
一ニ

雖
レ

有
二

多
義
一

且
依
二ハ

一
義
ノ

意
一ニ

者
八
種
之
根

本
ハ

以
レ

惣
ヲ

為
二

不
二
一ト

八
種
即
根
本
ハ

以
レ

惣
ヲ

為
二

前
重
ノ

所
入
一ト

不
二

八
種
者
八
種
之
根
本
ノ

釈
也
八
種
ト

者
前
重
ノ

所
入
也
為
レ

取
二

不
二
一ヲ

云
二カ

八
種
根
本
一ト

故
ニ

云
二

不
二
八
種
一ト

也
因
分
八
種
ハ

釈
二ス

八

種
即
根
本
一ヲ

此
時
ハ

根
本
ト

者
前
重
所
入
也
故
ニ

云
二

根
本
惣
躰

有
義
一ト

也
今
論
ハ

顕
ヲ

為
レ

表
ト

故
別
シ
テ

不
レ

出
二サ

不
二
ノ

機
一ヲ

前
重
所
入
機
ト

合
シ

挙
ク
ル

也
故
ニ

云
二フ

八
種
根
本
惣
躰
作
正
因
縁
一ト

也
三
十
二
種

惣
別
法
相
ト

者
依
二テ

前
ノ

兩
義
一ニ

可
レ

得
二

其
意
一ヲ

也
八
種
即
根
本
ノ

釈
ナ
ラ
ハ

三
十
二
種
ノ

機
根
故
無
二

相
違
一

惣
別
法
相
者
惣
前
重
八
所	

十
八
丁
右
」

入
別
ハ

其
ノ

餘
ノ

二
十
四
種
也
若
依
二ラ
ハ

八
種
之
根
本
之
釈
一ニ

三
十

二
ノ

惣
躰
ハ

不
二
別
相
ハ

三
十
二
也
故
ニ

云
二

三
十
二
種
惣
別
法
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相
一ト

之
處
ニ

有
二

三
十
三
ノ

法
門
一

也
次
至
レ

云
下

本
論
ニ

出
二サ
ハ

不
二
ノ

機
一ヲ

者

本
論
ニ

可
レ

云
レ

説
二ト

密
蔵
一ヲ

乎
上ト

者
自
レ

元
有
二

不
二
ノ

機
一

云
事
未
三

必
局
二

密
義
一ニ

設
雖
二ト
モ

顕
也
一ト

以
二

圓
教
ノ

機
一ヲ

可
レカ

為
二

不
二
ノ

機
一ト

故
可
レ

云
レ

有
二ト

機

根
一

也
先
德
ノ

釈
ハ

不
二
ニ

有
レト

機
者
為
レ

成
二カ

密
義
一ヲ

也
若
尓
者
本
論
ニ

存
二ヲ

不
二
機
一ヲ

開
會
シ
テ

即
為
二

密
機
一ト

欤
因
果
二
機
有
二ト

初
因
縁
一ニ
云

云

以
二

顕
密
一ヲ

為
二

因
果
一ト

故
ニ

次
至
二

稱
其
離
機
根
ノ

釈
一ニ

者
釈
論
ハ

居
レテ

密
ニ

遮
二シ
テ

顕
機
一ヲ

云
二

離
機
一ト

地
論
ハ

居
レ

顕
ニ

自
乗
ノ

果
分
究
竟
絶
離
ノ

之
故

云
二

離
機
一ト

遮
レレス
ト

他
ヲ

遮
レス
ル

自
ヲ

二
義
不
同
ナ
レ
ト
モ

地
論
ノ

離
機
モ

尋
レレ
ハ

實
ヲ

不
レ

及
レ

密
ニ	

十
八
丁
左
」

故
ニ

自
乗
ノ

極
理
ヲ

為
二カ

無
相
絶
離
一ト

故
離
機
之
義
其
意
大
ニ

同
也

依
レ

之
ニ

齊
二メ
テ

二
論
一ヲ

作
レシ
玉
フ

釈
ヲ

也
先
德
ノ

釈
ハ

上
ニ

有
二

四
重
秘
釈
一

彼
初
重

既
ニ

以
二

不
二
一ヲ

為ス
　

二
密
蔵
一ト

今
ノ

四
重
ノ

秘
釈
何
忽
ニ

不
二
ヲ

一
向
属
レ

顕

乎
故
知
彼
ノ

釈
ハ

以
二

不
二
一ヲ

且
ク

同
二シ
テ

地
論
ノ

果
分
一ニ

判
二カ

離
機
離
教
之

旨
一ヲ

故
ニ

未
三タ

顕
二

説
セ

不
二
密
蔵
之
旨
一ヲ

對
二シ
テ

第
二
重
ノ

兼
テ

説
一レク
ニ

密
ヲ

為
二

初

重
ノ

釈
一ト

也
以
二

不
二
一ヲ

直
ニ

非
レ

為
レニ
ハ

顕
一ト

也
矣

一
摩
訶
衍
法
雖
唯
是
一
ノ

文
出
二ト

不
二
機
一ヲ

云
事
不
レ

可
レ

尓
是

釈
二

立
義
分
ノ

生
起
一ヲ

之
文
也
立
義
分
ハ

唯
局
二テ

不
二
ノ

機
教
一ニ

可
レ

閣
二
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三
十
三E

ノ

法
門
ノ

機
教
一ヲ

乎
又
譬
説
如
意
寳
珠
ヲ

為セ
　

二
不
二
ノ

喩
一ト

者

解
釈
分
モ

修
行
分
モ

以
二テ

不
二
一ヲ

可
レ

為
二

所
知
所
證
ノ

法
門
一ト

乎
三
分	

十
九
丁
右
」

共
ニ

就
二テ

如
意
寳
珠
ノ

譬
一ニ

作
レ

釈
ヲ

故
ニ

其
義
既
ニ

不
レ

尓
故
知
以
二

所
入
一ヲ

喩
二テ

如
意
寳
珠
一ニ

十
六
所
入
法
躰
唯
一
ノ
故
ニ

釈
二ス
ト

雖
唯
是
一
一ト

云

事
或
又
立
義
分
ノ

畧
説
ヲ

云
二フ
雖
唯
是
一
一ト

以
二

一
ノ

惣
ノ

言
一ヲ

通
二

持
ス
ル
カ

多

説
一ヲ

故
若
約
二ハ

法
門
一ニ

立
義
解
釈
法
門
惟
同
シ

何
成
二

二
分
生
起

之
由
一

乎
二
分
ノ

不
同
ハ

専
ラ

約
二

説
文
ノ

廣
畧
一ニ

故
立
義
ノ

畧
説
ヲ

云
二ト

雖

唯
是
一
ト
被
レ

得

解
釈
分
ノ

而
開
千
重
門
ト

者
解
釈
ノ

散
説
ヲ

喩
レル

開
二ク
ニ

千
重
ノ

門
一ヲ

也
故
ニ

法
説
ニ

而
別
釈
散
説
文

對
二ス
ル

別
釈
散
説
一ニ

雖
唯

是
一
カ

故
指
二ト

立
義
ノ

畧
文
一ヲ

云
事
無
二

異
論
一

者
欤
不
二
摩
訶
衍
ノ

義
ハ

旁
不
レ

叶
二

道
理
一ニ

如
何

答
摩
訶
衍
法
雖
唯
是
一
ノ

文
ヲ

見
二ル

不
二
一ト

事
探
二テ

論
ノ

深
意
一ヲ

約
二シ
テ

密	

十
九
丁
左
」

義
一ニ

釈
レス
ル

之
通
也
故
三
十
二
ノ

法
門
ハ

源
開
二

立
ル
カ

不
二
ノ

上
一ニ

故
ニ

開
二

説

兩
重
ノ

門
法
一ヲ

事
ハ

為
レ

令
三

趣
二

入
セ

不
二
大
乗
一ニ

也
故
ニ

論
ノ

本
意
ハ

以
二テ

不

二
一ヲ

可
レ

為
二

真
實
ノ

所
證
所
得
ノ

法
門
一ト

也
若
尓
者
三
分
生
起
以
二

不
二
一ヲ

為
二カ

真
實
ノ

所
入
一ト

故
ニ

同
喩
二

如
意
寳
珠
一ニ

也
其
中
ニ

立
義
ハ

畧
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説
カ

故
法
門
ノ

根
本
ナ
レ
ハ

約
二シ
テ

法
体
一ニ

釈
レシ

之
解
釈
ハ

鈍
根
ノ

教
薬
ナ
レ
ハ

約
二シ
テ

散
説
一ニ

釈
レ

之
修
行
ハ

入
證
ノ

方
法
ナ
ル
カ

故
約
二シ
テ

修
行
一ニ

釈
レ

之
約
二ス
レ
ハ

終
ノ

所
得
一ニ

倶
ニ

在
二カ

不
二
一ニ

故
同
ク

取
二

如
意
寳
珠
ノ

喩
一ヲ

也
人
師
ノ

釈
ハ

無
二

其
謂
一

摩
訶
衍

法
指
二ハ

十
六
所
入
一ヲ

者
解
釈
分
ノ

別
釈
散
説
ハ

可
レ

云
レ

釈
二ス
ト

所
入
一ヲ

乎

若
以
二

恒
沙
ノ

法
門
一ヲ

〈
能
入
〉
為
二セ
ハ

所
入F

ノ

躰
一ト

立
義
分
ハ

不
レシ
テ

待
二

教
門
ノ

別

釈
一

可
レ

云
レ

有
二ト

能
入
門
一

乎
凡
能
入
者
被
レテ

詮
二セ

言
教
一ニ

生
起
ス
ル

者
也	

二
十
丁
右
」

未
レタ
レ
ハ

寄
二セ

言
教
一ヲ

者
直
ニ

所
入
ノ

法
躰
也
不
レ

可
レ

云
二

能
入
一ト

也
又
修
行

分
ノ

所
入
具
ニ

似
レタ
リ

有
二ニ

十
六
所
入
一

所
證
ノ

法
躰
ハ

全
ク

立
義
分
ニ

云
二シ

雖

唯
是
一
一ト

摩
訶
衍
カ

故
旁
不
レ

叶
二

道
理
一ニ

又
約
二ト

説
文
ノ

廣
略
一ニ

云
事

雖
唯
是
一
ノ

言
ハ

偏
ニ

約
二ト

法
躰
一ニ
見
リ

何
ノ

處
カ

有
三ル

能
詮
ノ

教
文
ヲ

判
二ス
ル
コ
ト

是
一
一ト

乎
以
一
惣
字
ハG

全
不
レ

成
二

例
證
一ト

彼
ハ

有
二

字
ノ

言
一

故
能
説
字
相
ト

聞
タ
リ

何
以
二

立
義
一
章
ノ

諸
文
一ヲ

云
二

雖
唯
是
一
一ト

乎
加
之
修
行
分
ノ

所

得
全
ク

雖
唯
是
一
ノ

躰
也
於
二テ

修
行
分
一ニ

経
二テ

隔
壇
徃
向
ノ

位
一ヲ

以
二テ

文

字
一ヲ

為
二

所
得
一ト

乎
故
彼
ノ

法
説
ニ
ハ

得
法
界
寳
蔵
無
由
契
玄
理
文

玄
理
豈
文
字
ナ
ラ
ン

乎
矣	

二
十
丁
左
」
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【
国
訳
】《
不
二
機
根
》

今
論
の
意
、
不
二
摩
訶
衍
に
於
い
て
機
根
有
り
と
云
う
べ
し
や
。

答
う
。
機
根
有
る
べ
き
な
り
。

両
方
な
り
。
若
し
機
根
有
り
と
云
わ
ば
、
凡
そ
不
二
摩
訶
衍
を
思
わ
ば
、
無
相
離
言
の
果
分
、
本
自
成
就
の
法
体
な
り
。

之
に
依
り
て
、
論
の
中
に
「
何
が
故
に
因
縁
無
き
やH

」
と
問
し
て
、「
機
根
を
離
れ
た
る
が
故
にI

」
と
答
せ
り
。
機
根
無

し
と
云
う
事
、
誠
に
以
て
分
明
な
り
。
若
し
之
に
依
り
て
爾
り
と
云
わ
ば
、
四
分
の
教
文
を
設
け
る
事
は
所
化
の
機
根
に

任
せ
り
。
不
二
既
に
立
義
所
立
の
法
数
な
り
。
定
ん
で
知
ん
ぬ
、
其
の
機
有
る
べ
し
と
云
う
事
を
。
是
を
以
て
、
先
徳
の

釈J

の
中
に
因
縁
惣
の
文
を
以
て
不
二
の
機
と
判
じ
た
ま
え
り
。
爾
ら
ば
両
方
な
り
。

答
う
、
元
よ
り
存
じ
申
す
所
、
機
根
有
る
べ
き
な
り
。「
能
化
の
教
法
は
定
ん
で
所
治
の
機
根
に
由
り
て
発
起
すK

」
は
当

論
の
定
判
な
り
。
立
義
所
立
の
法
門
に
既
に
不
二
有
り
。
機
根
有
る
べ
し
と
云
う
事
、
其
の
理
必
然
な
る
を
や
。
但
し
論

釈
に
至
て
は
、
顕
機
に
約
す
る
が
故
に
「
離
機
根
」
と
云
う
な
り
。
密
機
を
遮
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
更
に
難
と
成
る
べ
か

ら
ず
。

重
ね
て
難
じ
て
云
く
、
凡
そ
機
根
の
有
無
を
定
む
る
事
、
因
縁
分
の
説
相
に
任
す
べ
き
な
り
。
八
因
縁
の
中
に
於
い
て
、

不
二
の
機
を
出
さ
ず
。
若
し
不
二
に
於
い
て
機
根
を
許
さ
ば
、
何
ぞ
之
を
出
さ
ざ
る
や
。
不
二
は
密
の
法
門
な
る
が
故
に
、

密
機
を
以
て
不
二
機
根
と
す
る
べ
き
の
由
を
成
ず
と
申
す
か
。
不
二
顕
密
の
事
、
未
だ
治
定
せ
ず
。
何
ぞ
不
定
の
義
を
以

て
定
量
と
し
、
機
根
有
る
の
旨
を
成
ぜ
ん
や
。
設
い
又
、
密
の
法
門
と
す
と
雖
も
、
今
論
は
顕
を
面
と
す
る
が
故
に
、
其
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の
機
根
を
出
さ
ざ
る
は
、
論
の
説
相
は
不
二
機
無
し
と
云
う
べ
き
な
り
。
且
つ
は
「
何
が
故
に
因
縁
無
き
や
」「
機
根
を

離
れ
た
る
が
故
に
」
の
定
判
、
更
に
異
求
に
及
ば
ざ
る
を
や
。
然
る
に
、
彼
の
文
は
且
く
顕
機
を
遮
す
る
の
説
な
り
。
密

機
を
ば
存
す
べ
き
の
旨
を
以
て
会
し
申
す
事
、
爾
る
べ
か
ら
ず
。
論
釈
既
に
顕
を
面
と
す
る
が
故
に
、
顕
機
を
遮
す
と
云

わ
ば
、
此
の
分
に
て
如
何
が
密
機
を
存
す
と
云
う
や
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、「
何
が
故
に
因
縁
無
き
や
」
と
問
す
る
意
、

本
論
に
依
り
て
因
縁
分
に
機
を
出
さ
ざ
る
が
故
に
、
前
の
無
因
に
依
り
て
後
の
有
法
を
難
ず
る
な
り
。
次
に
、「
何
ぞ
建

立
を
須
う
る
や
。
建
立
に
非
ざ
る
が
故
にL

」
の
問
答
を
ば
後
の
有
法
を
以
て
前
の
無
因
を
難
ず
る
時
、
機
の
為
に
建
立
せ

ざ
る
の
旨
を
成
ぜ
り
。
若
し
機
を
許
さ
ば
、
二
重
の
問
答
、
如
何
が
之
を
意
得
べ
し
や
。
但
し
、「
能
化
の
教
法
は
定
ん

で
所
治
の
機
根
に
由
り
て
発
起
すM

」
の
文
を
以
て
不
二
に
機
有
る
べ
し
と
成
じ
申
す
事
、
甚
だ
爾
る
べ
か
ら
ず
。「
何
ぞ

建
立
を
須
う
る
や
。
建
立
に
非
ざ
る
が
故
に
」
の
問
答
に
其
の
理
既
に
顕
し
畢
ん
ぬ
。
何
ぞ
三
十
二
の
因
海
を
判
ず
る
文

を
以
て
、
不
二
に
被
り
て
潤
色
と
す
る
や
。
次
に
、
因
縁
惣
相
の
先
徳
の
釈N

の
深
意
測
り
難
し
。
論
釈
を
開
く
に
、「
謂

わ
く
、
八
種
根
本
惣
体
の
為
に
正
因
縁
を
作
す
が
故
に
因
縁
惣
と
言
う
。
二
十
四
種
分
離
別
相
の
為
に
正
因
縁
を
作
す
が

故
に
因
縁
相
と
言
う
。
三
十
二
種
惣
別
の
法
相
、
立
義
分
の
中
に
自
ら
顕
説
す
べ
しO

」
と
文
り
。
前
重
の
八
所
入
の
機
を

因
縁
惣
と
云
い
、
前
門
並
び
に
後
門
法
の
二
十
四
種
の
法
門
の
機
を
因
縁
相
と
云
う
。「
三
十
二
種
惣
別
法
相
」
の
結
成
、

更
に
不
二
に
及
ば
ざ
ら
ん
や
。
況
や
又
、
不
二
に
機
を
許
す
は
、
不
二
を
以
て
密
蔵
と
せ
ん
が
為
な
り
。
然
る
に
、
本
論

の
因
縁
分
に
不
二
機
を
出
す
は
、本
論
に
於
い
て
密
蔵
を
説
く
と
云
う
べ
き
か
。豈
に
夫
れ
爾
る
べ
け
ん
や
。又
、『
二
教
論
』

に
「
地
論
釈
論
其
の
機
根
を
離
れ
た
り
と
称
すP

」
と
文
り
。『
釈
論
』
の
不
二
を
『
地
論
』
の
果
分
に
同
じ
て
「
離
機
根
」
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と
云
う
。
離
機
離
教
の
説
は
不
二
に
機
を
許
さ
ず
と
云
う
に
非
ず
や
。
是
を
以
て
、先
徳
の
釈
、此
の
義
を
問
答
し
て
云
く
、

「
竪
の
中
の
竪
、浅
略
の
一
義
に
付
い
て
此
の
釈
を
作
し
た
ま
うQ

」
と
云
々
。
全
く
『
地
論
』
に
同
ず
と
見
え
た
り
。
何
ぞ
、

離
機
離
教
の
説
は
且
く
顕
機
を
遮
す
る
詞
な
り
て
、
論
意
と
し
て
は
不
二
に
機
を
許
す
べ
し
と
云
う
か
。
爾
ら
ば
明
な
ら

ず
。
如
何
。

答
う
、
不
二
の
機
根
の
事
、
本
釈
二
論
に
約
し
て
倶
に
其
の
義
を
存
す
べ
き
な
り
。
先
ず
本
論
に
就
か
ば
、
人
師
の
意R

、

今
論
の
三
十
三
の
法
門
を
以
て
花
厳
の
五
教
に
配
当
す
る
の
時
、
不
二
を
以
て
円
教
と
し
、
本
論
は
一
代
百
億
の
精
要
を

統
べ
て
『
起
信
』
一
巻
の
宝
冊
に
摂
せ
り
。
若
し
今
論
、
不
二
の
機
を
許
さ
ざ
れ
ば
、
一
代
の
教
文
に
円
機
を
化
さ
ず
と

云
う
べ
け
ん
や
。
且
つ
は
宝
冊
の
十
論S

の
中
の
本
源
玄
理
の
二
論
の
解
釈
分
は
不
二
を
釈
せ
りT

。
彼
の
二
論
の
因
縁
分
は

解
釈
分
の
因
縁
無
し
と
云
う
べ
け
ん
や
。「
仰
ぎ
て
二
論
を
観
ず
る
に
必
ず
五
分
を
具
すU

」
の
通
法
の
釈
、
深
く
此
の
意

を
存
す
る
や
。
若
し
爾
ら
ば
、
論
の
顕
相
は
真
生
二
門
を
表
と
し
、
終
頓
二
教
を
判
ず
る
の
故
に
、
因
縁
分
に
は
且
く
不

二
の
機
を
出
だ
さ
ず
と
雖
も
、
一
向
に
不
二
機
を
廃
す
る
に
は
非
ざ
る
べ
き
な
り
。
先
徳
、
此
の
道
理
を
探
り
、
因
縁
惣

の
文
に
不
二
の
機
を
合
説
す
と
釈
し
た
ま
う
な
り
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
根
性
門
に
「
是
の
如
く
、
此
の
論
は
惣
じ
て
如

来
広
大
深
法
の
無
辺
義
を
摂
せ
ん
と
欲
う
が
為
の
故
に
、
応
に
此
の
論
を
説
く
べ
しV

」
と
文
り
。
流
通
の
頌
に
准
ず
る
に
、

如
来
は
不
二
に
当
た
れ
り
。
慈
行
、
此
の
旨
を
釈
せ
りW

。
既
に
略
無
力
依
他
根
の
為
に
如
来
広
大
深
法
の
三
十
三
の
法
門

を
説
く
と
云
う
事
、
本
文
に
分
明
な
り
。
又
、
流
通
の
頌
に
「
諸
仏
と
甚
深
と
広
大
義
と
我
今
分
に
随
い
て
惣
持
し
て
説

くX

」
と
文
り
。
不
二
を
以
て
惣
持
説
の
法
門
と
す
。
豈
に
契
当
す
る
の
機
無
か
ら
ん
や
。
故
に
知
ん
ぬ
。
立
義
分
の
離
機



―80―

離
教
説
は
終
頓
二
教
の
分
斉
に
約
す
る
一
往
の
釈
な
り
と
云
う
事
を
。
慈
行
大
師
、
立
義
分
の
中
に
五
教
を
具
す
と
釈
す

る
はY

、
何
ぞ
円
教
に
局
て
強
ち
に
普
賢
機
有
る
こ
と
を
遮
さ
ん
や
。
次
に
、
不
二
を
密
と
す
る
の
義
に
約
す
る
は
、
凡
そ

今
論
は
権
実
の
中
間
に
居
し
て
顕
密
の
両
際
を
兼
ね
る
が
故
に
、
顕
機
の
為
に
は
三
十
二
の
法
門
を
建
立
し
、
密
機
の
為

に
は
不
二
摩
訶
衍
を
建
立
す
る
な
り
。
若
し
不
二
に
機
を
許
さ
ざ
れ
ば
、
不
二
を
立
て
る
こ
と
何
の
用
か
。
是
を
以
て
、

立
義
分
の
生
起
を
判
ず
る
の
時
、「
摩
訶
衍
法
は
唯
だ
是
れ
一
な
り
と
雖
も
、
恒
沙
の
法
門
の
体
性
の
為
に
利
根
の
智
者

の
乃
ち
領
解
す
る
所
な
りZ

」
と
文
り
。「
雖
唯
是
一
」
の
摩
訶
衍
は
不
二
摩
訶
衍
な
る
べ
し
。
利
根
智
者
、
豈
に
不
二
の

機
に
非
ざ
ら
ん
や
。
是
を
以
て
先
徳
、
此
の
旨
を
判
じ
た
ま
え
り[

〈
無
際
の
釈\

も
又
之
に
同
ず
〉。
又
、
先
徳
の
釈]

に
、

論
の
一
切
所
化
の
機
、
初
因
縁
に
尽
く
す
と
い
う
を
因
果
二
機
と
釈
せ
り
。
又
、「
隔
壇
門
は
不
二
、
往
向
門
は
三
十
二^

」

と
云
々
。「
往
向
を
開
通
し
隔
壇
に
近
づ
か
ず_

」
等
の
論
釈
、不
二
機
を
存
せ
ざ
れ
ば
、何
ぞ
此
等
の
釈
有
ら
ん
や
。
所
詮
、

設
い
顕
に
あ
れ
、設
い
密
に
あ
れ
、不
二
を
以
て
所
立
の
法
門
と
す
る
は
其
の
機
を
存
す
べ
き
の
条
、理
在
絶
言
な
り
。「
能

化
の
教
法
は
定
ん
で
所
治
の
機
根
に
由
り
て
発
起
す`

」
の
論
釈
、
理
を
尽
く
す
が
故
に
。
故
に
知
ん
ぬ
。
不
二
の
極
妙
甚

深
な
る
事
を
顕
さ
ん
が
為
に
、
因
縁
分
の
中
に
別
し
て
不
二
の
機
を
出
さ
ざ
る
が
故
に
。
機
根
を
廃
す
る
の
旨
を
釈
す
と

雖
も
、
教
説
既
に
之
に
有
り
。
知
る
べ
し
。
機
根
も
又
有
る
べ
し
と
云
う
事
を
。
例
せ
ば
、
真
如
門
の
広
説
段
に
体
真
如

の
理
を
離
言
説
相
・
離
心
縁
相
等
と
釈
す
る
を
、
五
言
十
心
を
立
て
、
離
言
離
心
と
は
四
言
九
心
に
約
す
る
な
りa

。
若
し

如
義
一
々
心
に
約
さ
ば
、
有
言
有
心
な
り
と
釈
す
る
が
如
く
、
離
機
離
教
の
釈
を
以
て
、
終
に
機
教
を
離
れ
た
り
と
意
得

べ
か
ら
ざ
る
な
り
。離
機
離
教
の
詞
の
下
に
は
還
て
有
機
有
教
の
旨
を
顕
す
な
り
。次
に
、先
徳
の
因
縁
分
の
釈
に
至
て
は
、
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彼
の
釈
に
云
く
、「
八
種
の
根
本
、
八
種
即
ち
根
本
な
り
。
不
二
の
八
種
、
因
分
の
八
種
、
根
本
惣
体
に
義
有
りb

」
と
文
り
。

此
の
釈
に
付
い
て
、
多
義
有
り
と
雖
も
、
且
く
一
義
の
意
に
依
ら
ば
、「
八
種
之
根
本
」
は
惣
を
以
て
不
二
と
す
。「
八
種

即
根
本
」
は
惣
を
以
て
前
重
の
所
入
と
す
。「
不
二
八
種
」
は
「
八
種
之
根
本
」
の
釈
な
り
。
八
種
と
は
前
重
の
所
入
な

り
。
不
二
を
取
ら
ん
が
為
に
「
八
種
根
本
」
と
云
う
が
故
に
、「
不
二
八
種
」
と
云
う
な
り
。「
因
分
八
種
」
は
「
八
種
即

根
本
」
を
釈
す
。
此
の
時
は
根
本
と
は
前
重
の
所
入
な
り
。
故
に
、「
根
本
惣
体
有
義
」
と
云
う
な
り
。
今
論
は
顕
を
表

と
す
る
が
故
に
、
別
し
て
不
二
の
機
を
出
さ
ず
。
前
重
所
入
機
と
合
し
挙
ぐ
る
な
り
。
故
に
「
八
種
根
本
惣
体
を
正
因
縁

と
作
すc

」
と
云
う
な
り
。「
三
十
二
種
惣
別
法
相
」
と
は
前
の
両
義
に
依
り
て
其
の
意
を
得
る
べ
き
な
り
。「
八
種
即
根
本
」

の
釈
な
ら
ば
、
三
十
二
種
の
機
根
な
る
が
故
に
相
違
無
し
。「
惣
別
法
相
」
と
は
惣
は
前
重
の
八
所
入
、
別
は
其
の
余
の

二
十
四
種
な
り
。
若
し
「
八
種
之
根
本
」
の
釈
に
依
ら
ば
、三
十
二
の
惣
体
は
不
二
、別
相
は
三
十
二
な
り
。
故
に
「
三
十
二

種
惣
別
法
相
」
と
云
う
の
処
に
三
十
三
の
法
門
有
る
な
り
。
次
に
、
本
論
に
不
二
の
機
を
出
さ
ば
、
本
論
に
密
蔵
を
説
く

と
云
う
べ
し
や
と
云
う
に
至
て
は
、
元
よ
り
不
二
の
機
有
り
と
云
う
事
、
未
だ
必
ず
し
も
密
義
に
局
ら
ず
。
設
い
顕
な
り

と
雖
も
、
円
教
の
機
を
以
て
不
二
の
機
と
す
べ
き
が
故
に
、
機
根
有
り
と
云
う
べ
き
な
り
。
先
徳
の
釈
は
、
不
二
に
機
有

り
と
は
密
義
を
成
ぜ
ん
が
為
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
本
論
に
不
二
機
を
存
す
る
を
開
会
し
て
即
ち
密
機
と
す
る
か
。
因
果

の
二
機
、
初
因
縁
に
有
り
と
云
々
。
顕
密
を
以
て
因
果
と
す
る
が
故
な
り
。
次
に
、「
称
其
離
機
根
」
の
釈
に
至
て
は
、『
釈

論
』は
密
に
居
し
て
顕
機
を
遮
し
て
離
機
と
云
う
。『
地
論
』は
顕
に
居
し
て
自
乗
の
果
分
究
竟
絶
離
の
故
に
離
機
と
云
う
。

他
を
遮
す
と
自
を
遮
す
る
二
義
不
同
な
れ
ど
も
、『
地
論
』
の
離
機
も
実
を
尋
ね
れ
ば
密
に
及
ば
ざ
る
が
故
に
、
自
乗
の
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極
理
を
無
相
絶
離
と
す
る
が
故
に
、
離
機
の
義
、
其
の
意
大
い
に
同
な
り
。
之
に
依
り
て
二
論
を
斉
め
て
釈
を
作
し
た
ま

う
な
り
。
先
徳
の
釈
は
上
に
四
重
秘
釈
有
り
。
彼
の
初
重
、
既
に
不
二
を
以
て
密
蔵
と
す
。
今
の
四
重
の
秘
釈
、
何
ぞ
忽

ち
に
不
二
を
一
向
に
顕
に
属
さ
ん
や
。
故
に
知
ん
ぬ
。
彼
の
釈
は
不
二
を
以
て
且
く
地
論
の
果
分
に
同
じ
て
離
機
離
教
の

旨
を
判
ず
る
が
故
に
、
未
だ
不
二
密
蔵
の
旨
を
顕
説
せ
ず
。
第
二
重
の
兼
て
密
を
説
く
に
対
し
て
初
重
の
釈
と
す
る
な
り
。

不
二
を
以
て
直
ち
に
顕
と
す
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。

一
、「
摩
訶
衍
法
雖
唯
是
一
」
の
文
、
不
二
機
を
出
す
と
云
う
事
、
爾
る
べ
か
ら
ず
。
是
れ
立
義
分
の
生
起
を
釈
す
文
な
り
。

立
義
分
は
唯
だ
不
二
の
機
教
に
局
て
三
十
二
の
法
門
の
機
教
を
閣
く
べ
け
ん
や
。
又
、
譬
説
の
如
意
宝
珠
を
不
二
の
喩
と

せ
ば
、
解
釈
分
も
修
行
分
も
不
二
を
以
て
所
知
所
証
の
法
門
と
す
べ
け
ん
や
。
三
分
共
に
如
意
宝
珠
の
譬
に
就
い
て
釈
を

作
す
が
故
に
、
其
の
義
既
に
爾
ら
ず
。
故
に
知
ん
ぬ
。
所
入
を
以
て
如
意
宝
珠
に
喩
え
て
、
十
六
所
入
の
法
体
唯
一
の
故

に
、「
雖
唯
是
一
」
と
釈
す
と
云
う
事
を
。
或
い
は
又
、
立
義
分
の
略
説
を
「
雖
唯
是
一
」
と
云
う
。
一
の
惣
の
言
を
以

て
多
説
を
通
持
す
る
が
故
に
。
若
し
法
門
に
約
さ
ば
、
立
義
解
釈
の
法
門
惟
れ
同
じ
。
何
ぞ
二
分
生
起
の
由
を
成
ぜ
ん
や
。

二
分
の
不
同
は
専
ら
説
文
の
広
略
に
約
す
が
故
に
、立
義
の
略
説
を
「
雖
唯
是
一
」
と
云
う
と
得
ら
る
る
。
解
釈
分
の
「
而

開
千
重
門d

」と
は
解
釈
の
散
説
を
千
重
の
門
を
開
く
に
喩
う
る
な
り
。
故
に
法
説
に「
而
別
釈
散
説e

」と
文
り
。「
別
釈
散
説
」

に
対
す
る
「
雖
唯
是
一
」
な
る
が
故
に
、
立
義
の
略
文
を
指
す
と
云
う
事
、
異
論
無
き
者
か
。
不
二
摩
訶
衍
の
義
は
旁
た

道
理
に
叶
わ
ず
。
如
何
。

答
う
、「
摩
訶
衍
法
雖
唯
是
一
」の
文
を
不
二
と
見
る
事
、論
の
深
意
を
探
り
て
密
義
に
約
し
て
之
を
釈
す
る
通
な
り
。
故
に
、
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三
十
二
の
法
門
は
源
と
不
二
の
上
に
開
立
す
る
が
故
に
、
両
重
の
門
法
を
開
説
す
る
事
は
不
二
大
乗
に
趣
入
せ
し
め
ん
が

為
な
り
。
故
に
論
の
本
意
は
、
不
二
を
以
て
真
実
の
所
証
所
得
の
法
門
と
す
べ
き
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
三
分
生
起
、
不

二
を
以
て
真
実
の
所
入
と
す
る
が
故
に
、
同
じ
く
如
意
宝
珠
に
喩
う
な
り
。
其
の
中
に
立
義
は
略
説
な
る
が
故
に
、
法
門

の
根
本
な
れ
ば
法
体
に
約
し
て
之
を
釈
し
、
解
釈
は
鈍
根
の
教
薬
な
れ
ば
散
説
に
約
し
て
之
を
釈
し
、
修
行
は
入
証
の
方

法
な
る
が
故
に
修
行
に
約
し
て
之
を
釈
す
。
終
の
所
得
に
約
す
れ
ば
倶
に
不
二
に
在
る
が
故
に
、
同
じ
く
如
意
宝
珠
の
喩

を
取
る
な
り
。
人
師
の
釈f

は
其
の
謂
無
し
。
摩
訶
衍
法
、
十
六
所
入
を
指
さ
ば
、
解
釈
分
の
別
釈
散
説
は
所
入
を
釈
す
と

云
う
べ
し
や
。
若
し
恒
沙
の
法
門
〈
能
入
〉
を
以
て
所
入
の
体
と
せ
ば
、
立
義
分
は
教
門
の
別
釈
を
待
せ
ず
し
て
、
能
入

門
有
り
と
云
う
べ
し
や
。
凡
そ
能
入
と
は
言
教
に
詮
せ
ら
れ
て
生
起
す
る
者
な
り
。
未
だ
言
教
を
寄
せ
ざ
れ
ば
、
直
ち
に

所
入
の
法
体
な
り
。
能
入
と
云
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
又
、
修
行
分
の
所
入
、
具
さ
に
十
六
所
入
有
る
に
似
た
り
。
所
証

の
法
体
は
全
く
立
義
分
に
「
雖
唯
是
一
」
と
云
い
し
摩
訶
衍
な
る
が
故
に
、
旁
た
道
理
に
叶
わ
ず
。
又
、
説
文
の
広
略
に

約
す
と
云
う
事
、「
雖
唯
是
一
」
の
言
は
偏
に
法
体
に
約
す
と
見
え
た
り
。
何
の
処
か
、
能
詮
の
教
文
を
是
一
と
判
ず
る

こ
と
有
る
や
。「
以
（
一
）
惣
字g

」
は
全
く
例
証
と
成
ら
ず
。
彼
は
字
の
言
有
る
が
故
に
、
能
説
字
相
と
聞
こ
え
た
り
。
何

ぞ
、
立
義
一
章
の
諸
文
を
以
て
「
雖
唯
是
一
」
と
云
わ
ん
や
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
修
行
分
の
所
得
、
全
く
「
雖
唯
是
一
」

の
体
な
り
。
修
行
分
に
於
い
て
隔
壇
往
向
の
位
を
経
て
、
文
字
を
以
て
所
得
と
せ
ん
や
。
故
に
、
彼
の
法
説
に
は
「
法
界

宝
蔵
を
得
て
玄
理
に
契
う
に
由
無
しh

」
と
文
り
。
玄
理
豈
に
文
字
な
ら
ん
や
。
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註
９	「
成
下
」
を
置
く
箇
所
に
つ
い
て
、
運
敞
は
「
写
者
の
誤
り
な
り
」
と
指
摘
す
る
。
運
敞
に
よ
れ
ば
、「
若
於
二
不
二
一
許
二
機
根
一
者
何
不
レ
出
レ
之
乎
。

成
下
不
二
密
法
門
故
以
二
密
機
一
可
レ
為
二
不
二
機
根
一
之
由
上
申
歟
」
と
な
る
。

10
「
可
二
意
得
之
一
」
は
「
可
レ
意
二
得
之
一
」
の
誤
り
か
。

11
「
叚
」
→
「
段
」
の
誤
り
か
。

12
「
三
」
→
「
二
」
の
誤
り
か
。
運
敞
は
「
二
」
の
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

13
「
入
」
→
「
釈
」
の
誤
り
か
。
運
敞
は
「
釈
」
の
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

14	

運
敞
は
「
以
一
惣
字
」
は
「
以
惣
字
」
の
誤
り
で
あ
る
と
し
、
当
該
箇
所
は
『
釈
論
』
第
十
「
謂
わ
く
、
惣
字
を
以
て
一
切
種
々
の
説
を
通
持
す

る
が
故
に
」
で
あ
る
と
す
る
。

15
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
〇
一
頁
下
）

16
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
〇
一
頁
下
）

17	

覚
鑁
『
釈
論
指
事
』（『
興
大
全
』
上
、
八
五
頁
）「
次
に
八
種
根
本
惣
体
等
と
は
二
義
有
り
。
意
を
留
め
て
之
を
知
る
べ
し
。
八
種
の
根
本
、
八

種
即
ち
根
本
な
り
。
不
二
の
八
種
、
因
分
の
八
種
、
根
本
惣
体
に
義
有
り
」。

18
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

19
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
〇
一
頁
下
）

20
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

21		『
釈
論
指
事
』（『
興
大
全
』
上
、八
五
頁
）。
因
縁
惣
相
に
つ
い
て
、『
通
玄
鈔
』
に
は
「
因
縁
惣
相
と
は
上
の
二
字
根
に
属
す
。
下
の
二
字
法
に
目
す
。

是
の
因
縁
の
惣
相
即
ち
能
化
教
法
な
り
」（『
卍
続
』
七
三
、八
八
丁
左
上
）
と
あ
る
。

22
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
八
頁
上
）

23
『
弘
大
全
』
第
一
輯
、
四
七
四
頁
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24
『
釈
論
指
事
』（『
興
大
全
』
上
、
八
五
頁
）

25
『
賛
玄
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、四
二
三
丁
右
下
）「
不
二
大
乗
を
説
く
に
唯
だ
第
五
の
円
教
に
於
い
て
摂
す
る
所
な
り
。
是
れ
離
言
所
依
の
果
海
な

る
を
以
て
の
故
に
」。

26
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
二
頁
下
）「
馬
鳴
菩
薩
の
所
作
の
諸
論
に
惣
じ
て
一
百
部
有
り
。
百
部
の
中
に
於
い
て
、
九
十
は
九
種
の
花
文

論
の
摂
な
り
。
余
の
十
種
の
論
は
摂
義
論
の
摂
な
り
。
斯
の
論
は
宝
冊
な
り
」。

27
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
〇
二
頁
下
）「
不
動
本
原
（
源
）
と
甚
深
玄
理
と
の
二
種
の
論
の
中
に
は
唯
だ
一
法
を
釈
す
。
所
余
の
法
門
は
略

し
て
別
釈
せ
ず
。
云
何
が
一
法
な
る
や
。
所
謂
る
不
二
摩
訶
衍
の
法
な
り
。
広
説
略
説
各
々
差
別
な
る
が
故
に
」。

28
『
賛
玄
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、四
四
二
丁
左
下
）

29
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
九
頁
上
）

30	

『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、八
九
丁
右
上
）「
如
来
広
大
深
法
と
は
全
く
末
の
偈
に
同
じ
。
諸
仏 

〈
即
ち
此
れ
如
来
な
り
。
不
二
大
乗
に
属
す
〉 

甚

深
〈
即
ち
此
れ
深
法
な
り
。
所
入
の
法
に
属
す
〉
広
大
〈
二
文
全
同
な
り
。
能
入
門
に
属
す
〉
と
云
う
」。

31
『
起
信
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
八
三
頁
中
）、『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
六
七
頁
下
）

32
『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、八
五
丁
左
下
）

33
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

34
『
釈
論
指
事
』（『
興
大
全
』
上
、
九
五
頁
）「
立
義
分
と
は
不
二
法
体
の
上
に
三
十
二
の
差
別
の
義
を
立
つ
が
故
に
立
義
と
云
う
な
り
。
不
二
は
是

れ
能
建
立
の
法
体
、
三
十
二
は
所
建
立
の
別
義
な
り
。
文
に
云
く
、「
摩
訶
衍
法
雖
唯
是
一
而
為
恒
沙
法
門
」
と
云
々
。
又
云
く
、「
法
体
不
分
義

門
得
別
故
」
と
云
々
。
又
、
立
義
と
は
三
十
二
種
と
不
二
惣
体
の
義
と
を
立
つ
が
故
に
立
義
と
云
う
な
り
。
又
、
立
義
と
は
一
切
諸
経
の
無
量
無

辺
の
差
別
の
義
を
摂
し
て
三
十
三
種
を
立
つ
が
故
に
立
義
と
云
う
な
り
」。

35
『
記
』（『
卍
続
』
七
三
、八
丁
右
上
）「
摩
訶
衍
法
雖
唯
等
と
は
謂
わ
く
、
不
二
の
法
は
三
十
二
種
の
恒
沙
の
法
門
の
為
の
体
性
な
り
。
是
れ
衆
乗

の
通
所
依
な
る
を
以
て
の
故
に
（
…
中
略
）
利
根
智
と
は
即
ち
大
菩
薩
な
り
。
其
の
本
体
及
び
諸
の
法
門
に
於
い
て
領
受
し
解
了
し
て
疑
謗
を
離
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る
が
故
に
」。

36
『
釈
論
指
事
』（『
興
大
全
』
上
、
八
五
頁
）

37
『
釈
論
指
事
』（『
興
大
全
』
上
、
七
五
頁
）

38
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

39
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

40
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
〇
五
頁
下
～
六
〇
六
頁
上
）

41
『
釈
論
指
事
』（『
興
大
全
』
上
、
八
五
頁
）

42
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
八
頁
上
）

43
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

44
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

45		

人
師
と
は
志
福
・
法
悟
の
二
師
を
指
す
。『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、八
七
丁
右
上
）、『
賛
玄
疏
』（『
卍
続
』
七
二
、四
三
二
丁
右
下
）

46
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
六
八
頁
上
）

47
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

【
翻
刻
】《
三
分
機
根
》

今
論
意
可
レ

云
下

立
解
二
分
ノ

機
下
二テ

修
行
分
一ニ

修
行
入
證
上ス
ト

乎

答
可
レ

下
二

修
行
分
一ニ

也　

兩
方
若
云
レ

下
二ト

修
行
分
一ニ

者
開
二ニ

論
釈
一ヲ

依
二テ

何
故
開
三
分
而
別
釈
散
説
之
問
一ニ

設
二ク

利
鈍
廣
略
惣
別
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不
同
之
答
一ヲ

其
機
既
ニ

各
別
也
何
一
機
ノ

所
行
ナ
ラ
ン

乎
依
レ

之
一
師
ノ

釈
前
々
者
有
不
假
後
々
文

若
又
依
レ

之
云
レ

尓
者
案
二ル
ニ

五
分
ノ

生
起
一ヲ

立
解
二
分
ハ

但
利
鈍
二
人
ノ

領
解
ニ
シ
テ

入
證
ハ

偏
ニ

在
二

修
行
一ニ
見
リ

答
自
レ

元
所
二

答
申
一

立
解
倶
ニ

可
レ

下
二

修
行
一ニ

也
論
中
ニ

擧
二ル

譬
説
一ヲ

之

時
大
群
二
龍
ノ

外
ニ

更
ニ

無
二

別
龍
一

故
立
解
二
機
ノ

外
ニ

無
二

修
行
之	

二
十
一
丁
右
」

別
機
一

云
事
實
ニ

以
分
明
也
但
至
二

論
釈
一ニ

者
且
約
二シ
テ

解
釈
勧
修
一ニ

答
二ス
ル

利
鈍
廣
畧
一ト

也
不
レ

可
レ

有
二

相
違
一
矣

重
難
云
開
二ニ

論
釈
一ヲ

依
二テ

疾
前
無
薬
機
前
無
教
之
道
理
一ニ

立
二

八

因
縁
一ヲ

為
二ニ

此
ノ

八
因
縁
一ノ

設
二タ
リ

四
分
ノ

教
文
一ヲ

可
レ

知
四
分
ノ

教
文
所
被
ノ

機
分
二タ
リ
ト

八
因
縁
一ニ

云
事
ヲ

而
ニ

八
因
縁
之
中
従
二

第
四
一

迄
二

于
第
七
一ニ

四
箇
ノ

因
縁
ハ

倶
ニ

為
二

修
行
分
所
被
之
機
一ト
見
リ

若
立
解
二
分
ノ

外
ニ

無
二

別
機
一

者
各
別
ニ

擧
レテ

之
何
ノ

用
ソ

乎
況
又
立
解
二
分
ノ

機
ハ

通
二ス

三

定
聚
一ニ

然
ニ

修
行
分
ニ
ハ

釈
二シ
テ

是
中
依
未
入
正
定
聚
衆
生
故
説
修

行
信
心
分
一ト

以
二テ

修
行
分
ノ

教
文
一ヲ

不
レ

被
二

正
定
聚
一ニ

之
旨
分
明
也

立
解
ノ

機
全
ク

下
二

修
行
分
一ニ

何
ソ

簡
二

正
定
聚
一ヲ

乎
加
之
釈
二

五
分
生	

二
十
一
丁
左
」

起
一ヲ

之
時
立
義
分
ニ

取
二テ

如
意
寳
珠
之
喩
一ヲ

云
二

重
威
大
龍
乃
所
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受
用
一ト

受
二

用
寳
珠
一ヲ

者
非
二

親
得
一ニ

乎
可
レ

知
於
二

立
義
分
一ニ

許
二

入
證
一ヲ

云
事
若
立
解
二
分
ハ

法
門
ノ

領
解
ニ
テ

入
證
ハ

偏
ニ

譲
二ラ
ハ

修
行
一ニ

立
義
分
ニ

立
二

通
達
軌
則
不
動
門
一ヲ

解
釈
分
ニ

立
二

分
別
發
趣
道
相
一ヲ

示
二シ
テ

入

證
ノ

義
一ヲ

何
ノ

用
ソ

乎
又
於
二

發
趣
道
相
一ニ

者
於
二

十
信
之
位
一ニ

示
二シ

十
善
ノ

修
行
一ヲ

於
二

解
行
發
心
一ニ

明
二ス

随
順
法
性
ノ

六
度
ノ

行
一ヲ

是
豈
非
レ

示
二ニ

修

行
ノ

軌
則
一ヲ

乎
於
二

自
分
一ニ

既
ニ

有
二

修
行
一

何
強
ニ

下
二テ

修
行
分
一ニ

假
二ン

他
分
ノ

教
文
一ヲ

乎
但
至
レ

云
三

大
群
二
龍
之
外
ニ

不
レ

出
二

別
龍
一ヲ

者
三
分
ノ

建

立
勝
劣
ノ

義
門
分
明
ナ
ル
カ

故
修
行
分
ノ

所
被
ハ

可
二

群
龍
一ナ
ル

之
條
勿
論
カ

故
但
擧
二テ

出
現
舌
威
等
之
作
能
一ヲ

不
レ

出
二

其
躰
一ヲ

也
重
威
ノ

大
龍	

二
十
二
丁
右
」

何
苟
モ

揮
二テ

出
現
舌
威
等
ノ

威
一ヲ

得
二

如
意
寳
珠
一ヲ

乎
於
二

立
義
分
一ニ
一既
ニ

受
用
ス

重
テ

揮
レテ

威
ヲ

無
二

其
詮
一

者
乎
次
立
七
因
縁
而
散
説
ノ

會
釈

甚
不
レ

叶
二

道
理
一ニ

彼
釈
ノ

意
ハ

一
切
ノ

所
化
之
機
ハ

盡
二ル

初
因
縁
一ニ

之
故

云
二

後
ノ

七
因
縁
無
用
也
一ト

難
也
而
七
因
縁
之
中
ニ

二
三
ハ

解
釈

分
ノ

因
縁
第
八
ハ

勧
修
分
ノ

因
縁
也
唯
約
二シ
テ

此
ノ

三
種
一ニ

設
二テ

利
鈍
不

同
之
答
一ヲ

除
二

中
間
ノ

四
種
一ヲ

云
事
誰
カ

信
二

用
之
一

乎
可
レ

知
後
ノ

七
因

縁
ハ

倶
ニ

鈍
根
カ

故
ニ

對
二シ
テ

立
義
ノ

利
一ニ

設
二ト

利
鈍
不
同
之
答
一ヲ

云
事
又
見
二ニ
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修
行
分
ノ

説
相
一ヲ

一
向
生
滅
門
ノ

軌
則
也
其
故
ハ

真
如
門
ハ

釈
二シ
テ

一

心
一
念
生
縛
不
生
以
為
其
行
故
一ト

以
二テ

一
念
不
生
一ヲ

為
レ

行
ト

修

行
信
心
分
ニ

所
レハ

教
ル

四
信
五
行
ノ

法
門
也
更
非
二

一
念
不
生
之	

二
十
二
丁
左
」

行
相
一ニ

乎
又
真
生
二
門
其
旨
大
ニ

別
也
立
義
分
ハ

畧
説
ニ
シ
テ

摂
義

多
含
ナ
ル

猶
別
二

説
ス

二
門
一ヲ

於
二

修
行
分
一ニ

可
レケ
ン

云
三

合
二

説
ス
ト

二
門
ノ

修
行
一ヲ

乎

凡
真
如
門
ハ

頓
機
ノ

所
解
ナ
ル

故
ニ

以
二

躰
真
如
ノ

説
文
一ヲ

可
二

事
足
一

是
故

説
二

躰
真
如
一ヲ

之
時
ハ

有
二

随
順
得
入
之
義
一

此
外
ニ

有
二テ
カ

何
ナ
ル

修
行
一

更
ニ

可
レ

教
レ

之
ヲ

乎
尓
者
如
何

答
自
レ

元
所
二

答
成
一ス
ル

立
解
二
分
ノ

機
可
レ

下
二

修
行
一

也
凡
領
解
ト

修

行
ト

其
義
既
ニ

別
也
先
依
二

多
聞
熏
習
一ニ

取
二リ

法
門
領
解
一ヲ

畢
可
レ

趣
二

修
行
一ニ

故
ニ

於
二

立
解
二
分
一ニ

各
先
釈
二

法
門
一ヲ

次
可
レ

述
二

修
行
一ヲ

也
雖

レ

然
依
二

利
鈍
二
機
一ニ

説
文
ハ

分
二レ
ト
モ

廣
畧
一ニ

修
行
ノ

軌
則
ハ

一
致
ナ
ル

故
ニ

合
二シ
テ

二

分
ノ

修
行
一ヲ

一
處
ニ

明
レシ
テ

之
云
二

修
行
分
一ト

也
見
二ル
ニ

修
行
生
起
之
説
相
一ヲ	

二
十
三
丁
右
」

雖
口
語
中
誦
持
教
義
尊
辞
等
之
釈
擧
二

立
解
二
分
ノ

事
一ヲ

全

無
下

約
二ス
ト

一
類
之
機
一ニ

云
簡
別
ノ

詞
上

定
テ

知
於
二

立
解
二
分
一ニ

者
未
レ

契
二

玄
理
一ニ

云
事
但
疾
前
無
薬
機
前
無
教
ノ

事
機
教
契
當
ノ

分
ナ
ル

故
ニ
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更
ニ

非
レ

所
レニ

遮
ス
ル

設
雖
二

同
機
也
一ト

法
門
領
解
之
邊
ト

正
ク

教
二ル

修
行
之

軌
則
一ヲ

之
位
ト

其
意
別
ナ
ル

故
別
而
立
二

修
行
之
機
一ヲ

也
次
至
三ハ

修
行

分
ノ

機
ニ

不
レト
云
ニ

擧
二

正
定
聚
一ヲ

者
正
ク

教
二ル

修
行
ノ

軌
則
一ヲ

事
ハ

可
レ

在
二

邪
不
二

聚
一ニ

也
正
定
聚
之
位
ハ

依
二テ

以
前
ノ

教
文
ノ

力
一ニ

任
運
ニ

行
レカ

之
故
ニ

直
ニ

不

レ

成
二

教
ノ

所
被
一ト

立
解
二
分
法
門
領
解
之
時
モ

正
ク

教
所
被
之
機
ハ

可
二

邪
不
二
聚
一ナ
ル

也
然
ト
モ

法
門
ハ

浅
深
重
々
ナ
ル

故
ニ

具
ニ

擧
二テ

三
定
聚
一ヲ

為
二

所
化
ノ

機
一ト

今
ノ

論
ノ

意
ハ

十
地
ヲ
ハ

判
二ス

不
依
文
字
一ト

利
レス
ル

他
一ヲ

之
時
猶
以
二ス

不	

二
十
三
丁
左
」

依
文
字
一ヲ

況
於
二

自
身
一ニ

越
二タ
ル

三
惠
之
位
一ヲ

作
證
真
如
菩
薩
還
テ

依
二テ

教
文
一ニ

可
レ

發
二

聞
惠
一ヲ

乎
三
賢
又
修
二ス

有
漏
ノ

三
惠
一ヲ

修
惠
全
不
レ

依

文
一ニ

何
成
二ン

教
門
ノ

所
被
一ト

乎
可
知
聞
二テ

教
文
一ヲ

發
二ス
ル

聞
惠
一ヲ

之
位
ハ

邪
不

二
聚
位
也
ト

云
事
是
以
テ

論
第
二
善
巧
ノ

言
説
ハ

發
二
聞
惠
一ヲ
乃

至

依
二テ

修
所
成
ノ

惠
一ニ

起
二

十
地
万
行
一ヲ
云

云

次
至
二

重
威
大
龍
乃
所
受
用

釈
一

者
慈
行
釈
二

此
事
一

云
言
二

受
用
一ト

者
但
據
見
聞
非
是
親
得

以
法
合
中
但
云
領
解
文

法
説
既
云
二

領
解
一ト

是
簡
二

證
得
一

之

詞
也
譬
説
ノ

受
用
ハ

云
レ

非
二ト

親
得
一ニ

解
釈
尤
叶
二

道
理
一ニ

乎
所
詮
答
シ

成
意
ハ

於
二

修
行
分
一ニ

不
レ

出
レ

機
ヲ

大
途
ノ

道
理
也
而
ニ

修
行
分
ハ

猶
可
二
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群
龍
一ナ
ル

云
事
更
不
レ

成
二

會
通
一ト

若
修
行
分
ノ

機
立
解
二
分
ノ

機
ヨ
リ

云	

二
十
四
丁
右
」

レ

有
二

鈍
劣
ノ

一
機
一

者
殊
ニ

出
二シ
テ

其
機
一ヲ

可
レ

判
二

劣
相
一ヲ

也
例
セ
ハ

釈
二シ
テ

勧
修
分
ノ

機
一ヲ

云
ク

雖
開
廣
畧
之
法
示
進
入
之
門
而
怯
弱
衆
生
聞
廣

説
法
門
不
堪
進
修
行
故
等
云

云

如
レ

彼
カ

出
二シ
テ

第
三
分
ノ

機
一ヲ

可
下

示
中ス

不
レ

堪
二

立
解
二
分
一ニ

之
旨
上ヲ

然
ニ

更
不
レ

出
レ

機
ヲ

不
レ

譲
二

立
解
之
機
一ニ

者

論
釈
頗
似
レリ

脱
二ル
ニ

津
要
一ヲ

就
レ

中
立
解
二
分
ノ

機
ハ

於
二

自
分
一ニ

究
竟
セ
ハ

各

可
レ

判
二

其
證
入
ノ

義
一ヲ

然
ニ

立
義
分
ニ
ハ

云
二

領
解
一ト

解
釈
分
ニ
ハ

云
二

分
明
一ト
是

更
非
二

證
得
之
詞
一ニ

乎
加
レ

之
解
釈
分
ニ
ハ

云
二

而
開
千
重
門
一

修
行

分
ニ
ハ

云
二

不
競
入
門
等
一ト

見
三ル
ニ

語
勢
ノ

所
二ヲ

承
一ク
ル

解
釈
分
ハ

開
レテ

門
ヲ

遥
ニ

見
二

寳

珠
ノ

所
在
一ヲ

修
行
分
ハ

直
ニ

入
レテ

門
ニ

蹬i
二テ

臺
宮
一

親
二

得
ス

寳
珠
一ヲ
被
レ

得
以
レ

此
ヲ

推
二ル
ニ

立
義
分
一ヲ

重
威
大
龍
ハ

不
レレ
ト
モ

開
レ

門
ヲ

以
二

通
眼
一ヲ

知
二ル
ト

寳
珠
ノ

所
在
一ヲ
省
リ	

二
十
四
丁
左
」

慈
行
ノ

釈
二ス
ル

透
見
一ル
ト

此
意
也
次
至
レ

立
二ル
ニ

通
達
軌
則
不
動
門
等
一ヲ

者

下
二テ

修
行
分
一ニ

終
ニ

所
レ

得
ル

之
益
ヲ

預
シ
メ

擧
レ

之
ヲ

也
立
義
分
ノ

法
門
ヲ

為
レニ

機
ノ

説
レク

之
時
依
二テ

此
法
門
一ニ

可
レト

得
二

何
ナ
ル

益
一ヲ
カ

可
レ

思
故
ニ

擧
二

其
益
一

也
更
無

レ

示
二ス
コ
ト

修
行
ノ

軌
則
一ヲ

依
二テ

軌
則
門
之
文
一ニ

何
カ

可
レ

行
レ

之
ヲ

乎
次
於
二

發
趣

道
相
一ニ

者
解
釈
分
ハ

廣
ク

勧
二ム
ル
カ

法
門
ノ

領
解
一ヲ

故
ニ

開
二テ

五
十
一
位
ノ

地
位
ノ
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階
級
一ヲ

示
レ

之
也
故
ニ

雖
レ

有
二ト

十
善
ノ

名
字
一

未
レ

示
二サ

其
ノ

名
躰
一ヲ

何
カ

依
レ

之
ニ

可
レ

行
二

十
善
一ヲ

乎
説
二ク

修
行
分
ノ

戒
門
一ヲ

時
初
テ

出
二ス

十
善
ノ

名
躰
一ヲ

也
又

解
行
發
心
ニ

雖
レ

挙
二ト

随
順
法
性
ノ

六
度
一ヲ

是
又
名
字
ノ

分
齊
也
不

レ

出
二

六
度
ノ

行
相
一ヲ

修
行
分
ニ

説
二

五
行
一ヲ

之
時
委
ク

示
二ス

六
度
ノ

行
一ヲ

也
故
ニ

知
ヌ

發
趣
道
相
之
教
文
ハ

正
ク

非
レ

教
二

修
行
一ヲ

云
事
次
第
二
以
下
ノ	

二
十
五
丁
右
」

七
因
縁
ハ

共
ニ

可
二

鈍
根
一ナ
ル

云
事
約
二シ
テ

解
釈
勧
修
一ニ

有
二

利
鈍
ノ

判
釈
一

云

事
前
ノ

重
ニ

成
畢
ヌ

但
修
行
分
ノ

機
ニ

有
二

立
解
二
分
ノ

機
一

之
中
ニ

解
釈

之
機
ハ

鈍
ナ
レ
ハ

初
ノ

因
縁
之
外
ニ

可
レ

成
下

開
レ

之
ヲ

由
上ト

也
次
ニ

至
レ

云
下

於
二

修
行

分
一ニ

不
レ

可
レ

説
中

真
如
門
之
修
行
上ヲ

者
凡
四
心
五
行
ハ

教
門
ノ

通
相

也
設
雖
二

真
如
門
行
者
也
一ト

何
不
レ

信
二

真
如
三
寳
一ヲ

可
レ

廢
二

五
行
ノ

軌
則
一ヲ

乎
故
於
二テ

諸
行
ノ

上
一ニ

住
二シ
テ

一
念
不
生
ノ

観
門
一ニ

修
レス
ル

之
被
レ

云
二

一

心
一
念
生
縛
不
生
ノ

行
一ト

也
清
涼
大
師
ハ

以
二テ

真
如
門
一ヲ

配
二リ

禪
門
一ニ

見
二ル
ニ

傳
燈
一
千
七
百
ノ

祖
師
ノ

行
儀
一ヲ

無
レシ

非
二コ
ト

六
度
ノ

行
一ニ

百
丈
坐
禪

義
指
二

禪
門
修
行
ノ

人
一ヲ

学
大
般
若
ノ

菩
薩
云

云

非
レ

云
二ニ

六
度
ノ

中
ノ

般

若
修
行
之
人
一ト

乎
又
香
象
ノ

釈
ニ
ハ

以
二

五
行
ノ

中
ノ

止
輪
門
一ヲ

配
二

真
如	

二
十
五
丁
左
」

門
一ニ
見
リ

所
詮
真
如
門
ノ

行
者
不
レ

可
レ

云
レ

無
二

修
行
分
一

論
ハ

釈
二ル

修
行



―93―

聖憲撰『釈論百条第三重』翻刻・国訳（鈴木）

分
ノ

生
起
一ヲ

之
時
開
通
徃
向
不
近
隔
且j

得
如
意
寳
蔵
無
由

蹬
臺
宮
文

閣
二テ

論
家
ノ

定
判
一ヲ

修
行
分
ニ

不
レ

説
二

真
如
ノ

修
行
一

云
事

頗
穿
鑿
之
至
欤
次
至
レ

云
下

於
二テ

躰
真
如
一ニ

説
中

随
順
得
入
上ヲ

者
彼
ノ

随
順
得
入
ハ

問
ノ

詞
也
見
二テ

三
離
之
説
一ヲ

問
二ス
ル

云
何
随
順
一セ
ン
ト

也
全
ク

非

レ

述
二ル
ニ

修
行
ノ

軌
則
一ヲ

乎
次
至
レ

云
三

二
門
不
レ

可
二

合
説
一ス

者
法
門
ノ

開
合

随
レ

宜
ニ

不
定
也
若
述
二ル

二
門
ノ

義
相
一ヲ

之
時
事
理
ノ

義
門
各
別
ニ

真

俗
ノ

宗
趣
不
同
ナ
レ
ハ

各
別
ニ

雖
レ

明
レ

之
ヲ

至
二

修
行
ノ

軌
則
一ニ

者
二
門
ノ

行
者

倶
ニ

修
二シ
テ

五
行
一ヲ

其
ノ

上
ニ

可
レ

存
二ス

事
理
ノ

之
用
心
一ヲ

故
通
而
明
レ

之
也
立

義
分
ニ

二
門
曽
テ

不
レ

可
レ

云
レ

不
二ス
ト
ハ

合
説
一

四
句
之
文
ハ

雖
レ

説
二

前
重
ノ

八	

二
十
六
丁
右
」

門
一ヲ

云
二

一
者
法
二
者
義
一ト

之
時
非
三

合
二

説
ス
ル
ニ

真
生
一ヲ

乎

【
国
訳
】《
三
分
機
根
》

今
論
の
意
、
立
解
二
分
の
機
、
修
行
分
に
下
り
て
修
行
入
証
す
と
云
う
べ
し
や
。

答
う
、
修
行
分
に
下
る
べ
き
な
り
。

両
方
な
り
。
若
し
修
行
分
に
下
る
と
云
わ
ば
、
論
釈
を
開
く
に
「
何
が
故
に
、
三
分
に
開
い
て
別
釈
し
、
散
説
す
る
やk

」

の
問
に
依
り
て
利
鈍
広
略
惣
別
不
同
の
答
を
設
く
。
其
の
機
、
既
に
各
別
な
り
。
何
ぞ
一
機
の
所
行
な
ら
ん
や
。
之
に
依
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り
て
、
一
師
の
釈
に
「
前
々
は
後
々
に
仮
ら
ざ
る
こ
と
有
りl

」
と
文
り
。
若
し
又
之
に
依
り
て
爾
り
と
云
わ
ば
、
五
分
の

生
起
を
案
ず
る
に
、
立
解
二
分
は
但
だ
利
鈍
二
人
の
領
解
に
し
て
、
入
証
は
偏
に
修
行
に
在
り
と
見
え
た
り
。

答
う
、
元
よ
り
答
え
申
す
所
、
立
解
倶
に
修
行
に
下
る
べ
き
な
り
。
論
中
に
譬
説m

を
挙
ぐ
る
の
時
、
大
群
の
二
龍
の
外
に

更
に
別
龍
無
き
が
故
に
、
立
解
二
機
の
外
に
修
行
の
別
機
無
し
と
云
う
事
、
実
に
以
て
分
明
な
り
。
但
し
論
釈
に
至
て
は
、

且
く
解
釈
勧
修
に
約
し
て
利
鈍
広
略
と
答
す
る
な
りn

。
相
違
有
る
べ
か
ら
ず
。

重
ね
て
難
じ
て
云
く
、
論
釈
を
開
く
に
「
疾
の
前
に
薬
無
し
。
機
の
前
に
教
無
しo

」
の
道
理
に
依
り
て
八
因
縁
を
立
つ
。

此
の
八
因
縁
の
為
に
四
分
の
教
文
を
設
け
た
り
。
知
る
べ
し
。
四
分
の
教
文
、
所
被
の
機
、
八
因
縁
に
分
か
ち
た
り
と
云

う
事
を
。
而
る
に
、
八
因
縁
の
中
、
第
四
よ
り
第
七
に
迄
る
ま
で
、
四
箇
の
因
縁
は
倶
に
修
行
分
所
被
の
機
と
為
る
と
見

え
た
り
。
若
し
立
解
二
分
の
外
に
別
機
無
く
ん
ば
、
各
別
に
之
を
挙
げ
て
何
の
用
ぞ
や
。
況
や
又
、
立
解
二
分
の
機
は
三

定
聚
に
通
ず
。
然
る
に
、
修
行
分
に
は
「
是
の
中
に
は
未
だ
正
定
聚
に
入
ら
ざ
る
衆
生
に
依
る
が
故
に
修
行
信
心
分
を
説

くp

」
と
釈
し
て
、
修
行
分
の
教
文
を
以
て
正
定
聚
に
被
ら
ざ
る
の
旨
分
明
な
り
。
立
解
の
機
、
全
く
修
行
分
に
下
ら
ば
、

何
ぞ
正
定
聚
を
簡
う
や
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
五
分
生
起
を
釈
す
る
の
時
、
立
義
分
に
如
意
宝
珠
の
喩
を
取
り
て
「
重
威

大
龍
乃
ち
受
用
す
る
所q

」
と
云
う
。
宝
珠
を
受
用
す
る
は
親
得
に
非
ず
や
。
知
る
べ
し
。
立
義
分
に
於
い
て
入
証
を
許
す

と
云
う
事
を
。
若
し
立
解
二
分
は
法
門
の
領
解
に
て
、入
証
は
偏
に
修
行
に
譲
ら
ば
、立
義
分
に
通
達
軌
則
不
動
門
を
立
て
、

解
釈
分
に
分
別
発
趣
道
相
を
立
て
、
入
証
の
義
を
示
し
て
、
何
の
用
ぞ
や
。
又
、
発
趣
道
相
に
於
い
て
は
、
十
信
の
位
に

於
い
て
十
善
の
修
行
を
示
し
、
解
行
発
心
に
於
い
て
随
順
法
性
の
六
度
の
行
を
明
か
す
。
是
れ
豈
に
修
行
の
軌
則
を
示
す
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に
非
ざ
ら
ん
や
。
自
分
に
於
い
て
既
に
修
行
有
り
。
何
ぞ
強
ち
に
修
行
分
に
下
り
て
他
分
の
教
文
を
仮
ら
ん
や
。
但
し
大

群
二
龍
の
外
に
別
龍
を
出
さ
ず
と
云
う
に
至
て
は
、
三
分
の
建
立
、
勝
劣
の
義
門
分
明
な
る
が
故
に
、
修
行
分
の
所
被
は

群
龍
な
る
べ
き
の
条
勿
論
な
る
が
故
に
、
但
だ
「
出
現
舌
威r

」
等
の
作
能
を
挙
げ
て
、
其
の
体
を
出
さ
ざ
る
な
り
。
重
威

の
大
龍
、
何
ぞ
苟
も
出
現
舌
威
等
の
威
を
揮
て
、
如
意
宝
珠
を
得
ん
や
。
立
義
分
に
於
い
て
既
に
受
用
す
。
重
ね
て
威
を

揮
て
其
の
詮
無
き
者
か
。
次
に
、「
七
因
縁
を
立
て
散
説
すs

」
の
会
釈
、
甚
だ
道
理
に
叶
わ
ず
。
彼
の
釈
の
意
は
、
一
切

の
所
化
の
機
は
初
因
縁
に
尽
き
る
の
故
に
、
後
の
七
因
縁
は
無
用
な
り
と
云
う
難
な
り
。
而
も
七
因
縁
の
中
に
、
二
三
は

解
釈
分
の
因
縁
、
第
八
は
勧
修
分
の
因
縁
な
り
。
唯
だ
此
の
三
種
に
約
し
て
利
鈍
不
同
の
答
を
設
け
て
中
間
の
四
種
を
除

く
と
云
う
事
、
誰
か
之
を
信
用
す
る
や
。
知
る
べ
し
。
後
の
七
因
縁
は
倶
に
鈍
根
な
る
が
故
に
、
立
義
の
利
に
対
し
て
利

鈍
不
同
の
答
を
設
く
と
云
う
事
を
。
又
、
修
行
分
の
説
相
を
見
る
に
、
一
向
に
生
滅
門
の
軌
則
な
り
。
其
の
故
は
真
如
門

は
「
一
心
一
念
も
生
ず
る
は
縛
な
り
。
生
ぜ
ざ
る
を
以
て
其
の
行
と
す
る
が
故
にt

」
と
釈
し
て
、
一
念
不
生
を
以
て
行
と

す
。
修
行
信
心
分
に
教
う
る
所
は
四
信
五
行
の
法
門
な
り
。
更
に
一
念
不
生
の
行
相
に
は
非
ざ
ら
ん
や
。
又
、
真
生
二
門

其
の
旨
大
い
に
別
な
り
。
立
義
分
は
略
説
に
し
て
摂
義
多
含
な
る
。
猶
お
二
門
を
別
説
す
。
修
行
分
に
於
い
て
二
門
の
修

行
を
合
説
す
と
云
う
べ
け
ん
や
。
凡
そ
真
如
門
は
頓
機
の
所
解
な
る
が
故
に
、
体
真
如
の
説
文
を
以
て
事
足
る
べ
し
。
是

の
故
に
、
体
真
如
を
説
く
時
は
随
順
得
入
の
義
有
り
。
此
の
外
に
何
な
る
修
行
有
り
て
か
、
更
に
之
を
教
う
る
べ
け
ん
や
。

爾
ら
ば
如
何
。

答
う
、
元
よ
り
答
え
成
ず
る
所
、
立
解
二
分
の
機
、
修
行
に
下
る
べ
き
な
り
。
凡
そ
、
領
解
と
は
修
行
と
其
の
義
既
に
別
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な
り
。
先
ず
多
聞
熏
習
に
依
り
て
法
門
領
解
を
取
り
、
畢
て
修
行
に
趣
く
べ
き
が
故
に
、
立
解
二
分
に
於
い
て
各
の
先
ず

法
門
を
釈
し
、
次
い
で
修
行
を
述
ぶ
べ
き
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
利
鈍
二
機
に
依
る
説
文
は
広
略
に
分
か
れ
ど
も
、
修
行

の
軌
則
は
一
致
な
る
が
故
に
、
二
分
の
修
行
を
合
し
て
一
処
に
之
を
明
か
し
て
修
行
分
と
云
う
な
り
。
修
行
生
起
の
説
相

を
見
る
に
、「
口
語
の
中
に
教
義
の
尊
辞
を
誦
持
す
と
雖
もu

」
等
の
釈
、
立
解
二
分
の
事
を
挙
げ
、
全
く
一
類
の
機
に
約

す
と
云
う
簡
別
の
詞
無
し
。
定
ん
で
知
ん
ぬ
。
立
解
二
分
に
於
い
て
は
、
未
だ
玄
理
に
契
わ
ず
と
云
う
事
を
。
但
し
、「
疾

の
前
に
薬
無
し
。
機
の
前
に
教
無
し
」
の
事
、
機
教
契
当
の
分
な
る
が
故
に
、
更
に
遮
す
る
所
に
非
ず
。
設
い
同
機
な
り

と
雖
も
、
法
門
領
解
の
辺
と
正
し
く
修
行
の
軌
則
を
教
う
る
の
位
と
其
の
意
別
な
る
が
故
に
、
別
し
て
修
行
の
機
を
立
て

る
な
り
。
次
に
、
修
行
分
の
機
に
正
定
聚
を
挙
げ
ざ
る
と
い
う
に
至
て
は
、
正
し
く
修
行
の
軌
則
を
教
う
る
事
は
邪
不
二

聚
に
在
る
べ
き
な
り
。
正
定
聚
の
位
は
以
前
の
教
文
の
力
に
依
り
て
任
運
に
之
を
行
ず
る
が
故
に
、
直
ち
に
教
の
所
被
と

成
ら
ず
。
立
解
二
分
は
法
門
領
解
の
時
も
正
し
く
教
所
被
の
機
は
邪
不
二
聚
な
る
べ
き
な
り
。
然
れ
ど
も
、
法
門
は
浅
深

重
々
な
る
が
故
に
、
具
さ
に
三
定
聚
を
挙
げ
て
所
化
の
機
と
す
。
今
の
論
の
意
は
十
地
を
ば
不
依
文
字
と
判
ず
。
他
を
利

す
る
の
時
、
猶
お
不
依
文
字
を
以
て
す
。
況
や
自
身
に
於
い
て
三
恵
の
位
を
越
え
た
る
作
証
真
如
の
菩
薩v

、
還
て
教
文
に

依
り
て
聞
恵
を
発
す
べ
き
を
や
。
三
賢
も
又
有
漏
の
三
恵
を
修
す
。
修
恵
全
く
文
に
依
ら
ず
、
何
ぞ
教
門
の
所
被
と
成
ら

ん
や
。
知
る
べ
し
。
教
文
を
聞
い
て
聞
恵
を
発
す
る
位
は
、
邪
不
二
聚
の
位
な
り
と
云
う
事
を
。
是
を
以
て
、『
論
』
第

二
に
「
善
巧
の
言
説
は
聞
恵
を
発
し
〈
乃
至
〉
修
所
成
の
恵
に
依
り
て
十
地
万
行
を
起
すw

」
と
云
々
。
次
に
、「
重
威
大

龍
乃
ち
受
用
す
る
所
」
の
釈
に
至
て
は
、
慈
行
此
の
事
を
釈
し
て
云
く
、「
受
用
と
言
う
は
、
但
し
見
聞
に
拠
り
て
（
即
ち
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受
用
と
名
づ
く
）
是
れ
親
得
に
非
ず
。
法
合
の
中
に
但
し
領
解
と
云
う
を
以
て
な
りx

」
と
文
り
。
法
説
既
に
領
解
と
云
う
。

是
れ
証
得
を
簡
う
の
詞
な
り
。
譬
説
の
受
用
は
親
得
に
非
ず
と
云
う
解
釈
、
尤
も
道
理
に
叶
わ
ん
や
。
所
詮
の
答
し
成
ず

意
は
修
行
分
に
於
い
て
機
を
出
さ
ざ
る
大
途
の
道
理
な
り
。
而
る
に
修
行
分
は
猶
お
群
龍
な
る
べ
き
と
云
う
事
、
更
に
会

通
と
成
ら
ず
。
若
し
修
行
分
の
機
、
立
解
二
分
の
機
よ
り
鈍
劣
の
一
機
有
り
と
云
わ
ば
、
殊
に
其
の
機
を
出
だ
し
て
劣
相

を
判
ず
べ
き
な
り
。
例
せ
ば
、
勧
修
分
の
機
を
釈
し
て
云
く
、「
広
略
の
法
を
開
き
進
入
の
門
を
示
す
と
雖
も
、
怯
弱
の

衆
生
は
広
説
の
法
門
を
聞
き
て
、
進
ん
で
修
行
す
る
に
堪
え
ざ
る
が
故
にy

」
等
と
云
々
。
彼
が
如
く
第
三
分
の
機
を
出
し

て
、
立
解
二
分
に
堪
え
ざ
る
の
旨
を
示
す
べ
し
。
然
る
に
、
更
に
機
を
出
さ
ず
、
立
解
の
機
に
譲
ら
ざ
る
は
、
論
釈
頗
る

津
要
を
脱
す
る
に
似
た
り
。
な
か
ん
づ
く
、
立
解
二
分
の
機
は
自
分
に
於
い
て
究
竟
せ
ば
、
各
の
其
の
証
入
の
義
を
判
ず

べ
し
。
然
る
に
、
立
義
分
に
は
領
解
と
云
い
、
解
釈
分
に
は
分
明
と
云
う
。
是
れ
更
に
証
得
の
詞
に
非
ざ
ら
ん
や
。
し
か

の
み
な
ら
ず
、
解
釈
分
に
は
「
而
開
千
重
門z

」
と
云
い
、
修
行
分
に
は
「
不
競
入
門{

」
等
と
云
う
。
語
勢
の
承
く
る
所
を

見
る
に
、
解
釈
分
は
門
を
開
い
て
遥
か
に
宝
珠
の
所
在
を
見
、
修
行
分
は
直
ち
に
門
に
入
り
て
台
宮
に
蹬
り
て
宝
殊
を
親

得
す
と
得
ら
れ
た
り
。
此
を
以
て
、
立
義
分
を
推
す
る
に
、
重
威
大
龍
は
門
を
開
か
ざ
れ
ど
も
、
通
眼
を
以
て
宝
珠
の
所

在
を
知
る
と
省
え
た
り
。
慈
行
の
透
し
て
見
る
と
釈
す
る
は
此
の
意
な
り|

。
次
に
、
通
達
軌
則
不
動
門
等
を
立
て
る
に
至

て
は
、
修
行
分
に
下
り
て
、
終
に
得
る
所
の
益
を
預
か
し
め
之
を
挙
ぐ
る
な
り
。
立
義
分
の
法
門
を
機
の
為
に
之
を
説
く

時
、
此
の
法
門
に
依
り
て
何
な
る
益
を
か
得
る
べ
し
と
思
う
べ
き
の
故
に
、
其
の
益
を
挙
ぐ
る
な
り
。
更
に
修
行
の
軌
則

を
示
す
こ
と
無
し
。
軌
則
門
の
文
に
依
り
て
、
何
ん
が
之
を
行
ず
べ
け
ん
や
。
次
に
、
発
趣
道
相
に
於
い
て
は
、
解
釈
分
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は
広
く
法
門
の
領
解
を
勧
む
る
が
故
に
、
五
十
一
位
の
地
位
の
階
級
を
開
い
て
之
を
示
す
な
り
。
故
に
、
十
善
の
名
字
有

り
と
雖
も
、
未
だ
其
の
名
体
を
示
さ
ず
。
何
ん
が
之
に
依
り
て
十
善
を
行
ず
べ
け
ん
や
。
修
行
分
の
戒
門
を
説
く
時
、
初

め
て
十
善
の
名
体
を
出
す
な
り
。
又
、
解
行
発
心
に
随
順
法
性
の
六
度
を
挙
ぐ
る
と
雖
も
、
是
れ
又
名
字
の
分
斉
な
り
。

六
度
の
行
相
を
出
さ
ず
、
修
行
分
に
五
行
を
説
く
時
、
委
し
く
六
度
の
行
を
示
す
な
り
。
故
に
知
ん
ぬ
。
発
趣
道
相
の
教

文
は
正
し
く
修
行
を
教
う
る
に
は
非
ず
と
云
う
事
を
。
次
に
、
第
二
以
下
の
七
因
縁
は
共
に
鈍
根
な
る
べ
し
と
云
う
事
、

解
釈
勧
修
に
約
し
て
利
鈍
の
判
釈
有
り
と
云
う
事
、
前
の
重
に
成
じ
畢
ん
ぬ
。
但
し
、
修
行
分
の
機
に
立
解
二
分
の
機
有

る
の
中
に
、
解
釈
の
機
は
鈍
な
れ
ば
初
の
因
縁
の
外
に
之
を
開
く
由
と
成
る
べ
き
な
り
。
次
に
、
修
行
分
に
於
い
て
真
如

門
の
修
行
を
説
く
べ
か
ら
ず
と
云
う
に
至
て
は
、
凡
そ
四
心
五
行
は
教
門
の
通
相
な
り
。
設
い
真
如
門
の
行
者
な
り
と
雖

も
、
何
ぞ
真
如
と
三
宝
を
信
ぜ
ず
、
五
行
の
軌
則
を
廃
す
べ
け
ん
や
。
故
に
諸
行
の
上
に
於
い
て
一
念
不
生
の
観
門
に
住

し
て
之
を
修
す
る
は
、「
一
心
一
念
生
縛
不
生
」
の
行
と
云
わ
る
る
な
り
。
清
涼
大
師
は
真
如
門
を
以
て
禅
門
に
配
せ
り}

。

伝
灯
一
千
七
百
の
祖
師~

の
行
儀
を
見
る
に
、
六
度
の
行
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。
百
丈
の
坐
禅
義
、
禅
門
修
行
の
人
を
指
し

て
、「
学
大
般
若
の
菩
薩C

」
と
云
々
。
六
度
の
中
の
般
若
を
修
行
の
人
と
云
う
に
は
非
ず
や
。
又
、
香
象
の
釈D

に
は
五
行

の
中
の
止
輪
門
を
以
て
真
如
門
に
配
す
と
見
え
た
り
。
所
詮
、真
如
門
の
行
者
、修
行
分
に
無
し
と
云
う
べ
か
ら
ず
。『
論
』

は
修
行
分
の
生
起
を
釈
す
る
の
時
、「
往
向
に
開
通
す
れ
ど
も
隔
檀
に
近
づ
か
ざ
れ
ば
、
如
意
宝
蔵
を
得
て
台
宮
に
蹬
る

に
由
無
しE

」
と
文
り
。
論
家
の
定
判
を
閣
い
て
、
修
行
分
に
真
如
の
修
行
を
説
か
ず
と
云
う
事
、
頗
る
穿
鑿
の
至
り
か
。

次
に
、
体
真
如
に
於
い
て
随
順
得
入
を
説
く
と
云
う
に
至
て
は
、
彼
の
随
順
得
入
は
問
の
詞
な
り
。
三
離
の
説
を
見
て
云
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何
が
随
順
せ
ん
と
問
す
る
な
り
。
全
く
修
行
の
軌
則
を
述
ぶ
る
に
非
ず
や
。
次
に
、
二
門
を
合
説
す
べ
か
ら
ず
と
云
う
に

至
て
は
、
法
門
の
開
合
宜
に
随
い
て
不
定
な
り
。
若
し
二
門
の
義
相
を
述
ぶ
る
の
時
、
事
理
の
義
門
各
別
に
し
て
真
俗
の

宗
趣
不
同
な
れ
ば
、
各
別
に
之
を
明
か
す
と
雖
も
、
修
行
の
軌
則
に
至
て
は
二
門
の
行
者
、
倶
に
五
行
を
修
し
て
其
の
上

に
事
理
の
用
心
を
存
す
べ
き
が
故
に
、
通
じ
て
之
を
明
か
す
な
り
。
立
義
分
に
二
門
曾
て
合
説
せ
ず
と
は
云
う
べ
か
ら
ず
。

四
句
の
文
は
前
重
の
八
門
を
説
く
と
雖
も
、
一
に
は
法
、
二
に
は
義
と
云
う
の
時
、
真
生
を
合
説
す
る
に
非
ず
や
。

註
48
「
蹬
」
に
つ
い
て
、運
敞
は
「
登
」
の
誤
り
と
指
摘
す
る
。『
大
正
蔵
』
に
は
「
蹬
」
と
あ
る
が
、脚
注
に
「
登
」（
高
野
版
本
）
と
の
指
摘
が
あ
る
。

49
「
且
」
→
「
檀
」
の
誤
り
か
。

50
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
八
頁
下
）「
何
が
故
に
、
三
分
に
開
い
て
別
釈
し
、
七
因
縁
を
立
て
散
説
す
る
や
」。

51
『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、八
七
丁
右
上
）

52
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）。「
大
群
二
龍
」
と
は
大
龍
と
群
龍
。

53		

運
敞
は
こ
の
一
文
に
つ
い
て
、「
此
の
会
通
、
肯
受
し
難
し
」
と
否
定
す
る
。

54
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

55
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
五
二
頁
下
）

56
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

57
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

58
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
八
頁
下
）

59
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
〇
四
頁
下
）
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60
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

61	「
作
証
真
如
の
菩
薩
」
と
は
十
地
の
菩
薩
の
こ
と
。

62
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、六
〇
七
頁
上
、
取
意
）。

63
『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、八
七
丁
左
下
）

64
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

65
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

66
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

67
『
通
玄
鈔
』（『
卍
続
』
七
三
、八
八
丁
右
上
）「
見
聞
雨
等
と
は
若
し
通
じ
て
二
龍
を
説
く
に
、
大
龍
は
門
を
開
か
ず
し
て
而
も
直
ち
に
見
る
。
利

根
の
人
の
解
を
須
い
ず
し
て
而
も
直
ち
に
了
す
る
が
如
し
。
群
龍
は
門
を
開
く
こ
と
を
須
い
て
而
の
後
に
見
る
。
鈍
根
の
者
の
要
ず
解
し
て
而
も

方
に
知
る
が
如
し
。
是
の
二
不
同
な
り
。
若
し
入
時
に
拠
ら
ば
、
亦
た
並
び
に
門
に
依
り
て
而
も
入
る
。
但
し
、
大
龍
は
門
を
開
か
ず
し
て
而
も

直
ち
に
入
る
。
利
根
は
解
を
須
ず
し
て
而
も
能
く
証
す
。
群
龍
は
門
を
開
い
て
而
の
後
に
入
る
。
鈍
根
は
要
ず
解
し
て
而
も
方
に
証
す
る
を
以
て

な
り
。
亦
た
二
不
同
な
り
。
上
に
開
か
ず
し
て
入
る
と
言
う
は
但
し
戸
を
透
し
て
而
も
入
る
な
り
」。

68	

澄
観
『
大
華
厳
経
疏
』（『
大
正
蔵
』
三
五
、五
一
二
頁
下
）「
天
台
を
立
て
ざ
る
所
以
は
四
教
の
中
に
皆
、
一
の
絶
言
有
る
を
以
て
の
故
に
。
今
乃

ち
開
く
こ
と
は
頓
に
絶
言
を
顕
し
て
別
し
て
一
類
離
念
の
機
と
す
。
故
に
即
ち
禅
宗
に
順
ず
」。
澄
観
『
大
華
厳
経
随
疏
演
義
鈔
』（『
大
正
蔵
』

三
五
、六
二
頁
中
）「
禅
宗
と
は
達
磨
の
以
心
伝
心
は
正
に
是
れ
斯
（
頓
）
教
な
り
。
若
し
一
言
を
指
し
て
以
て
直
ち
に
即
心
是
仏
を
説
か
ず
ん
ば
、

心
要
何
に
由
り
て
か
伝
う
べ
き
が
故
に
、
無
言
の
言
に
寄
り
て
直
ち
に
言
説
の
理
を
詮
す
。
教
も
亦
た
明
な
り
。
故
に
、
南
北
宗
の
禅
、
頓
教
を

出
さ
ず
」。

69	

「
伝
灯
一
千
七
百
の
祖
師
」
と
は
、道
原
『
景
徳
伝
灯
録
』（『
大
正
蔵
』
五
一
、一
九
六
頁
下
）
に
「
東
呉
の
僧
道
原
と
い
う
は
心
を
禅
悦
に
冥
し
、

隠
を
空
宗
に
索
む
。
来
世
の
祖
図
を
披
い
て
諸
方
の
語
録
を
采
り
、
其
の
源
派
を
次
序
し
て
其
の
辞
句
を
錯
綜
す
。
七
仏
よ
り
以
て
大
法
眼
の
嗣

に
至
る
ま
で
、
凡
そ
五
十
二
世
一
千
七
百
一
人
、
三
十
巻
を
成
ず
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
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70	

徳
煇
重
『
勅
修
百
丈
清
規
』（『
大
正
蔵
』
四
八
、一
一
四
三
頁
上
）。
但
し
、「
大
」
の
字
は
な
く
「
学
般
若
菩
薩
」
と
あ
る
。

71	

法
蔵
『
大
乗
起
信
論
義
記
』（『
大
正
蔵
』
四
四
、二
八
二
頁
下
）。「
止
一
切
境
界
相
と
言
う
は
先
ず
分
別
に
由
り
て
諸
の
外
塵
を
作
す
。
今
慧
を

以
て
唯
識
の
道
理
を
覚
し
て
、
外
塵
の
相
を
破
す
。
塵
相
既
に
止
ん
で
分
別
す
る
所
無
き
が
故
に
止
と
云
う
。
此
れ
は
是
れ
方
便
な
り
。
順
奢
摩

他
等
と
は
正
し
く
止
を
顕
す
な
り
。
奢
摩
他
、
此
に
は
翻
じ
て
止
と
云
う
。
但
し
今
は
方
便
に
就
い
て
此
の
方
の
語
を
存
す
。
正
止
に
約
す
れ
ば

梵
言
を
存
す
る
が
故
な
り
。
毘
婆
舎
那
も
亦
た
是
の
如
く
な
り
。
双
じ
て
現
前
す
る
時
を
以
て
、
方
に
正
し
く
止
観
と
名
づ
く
る
の
故
に
、
今
は

但
だ
随
順
と
言
う
の
み
（
…
中
略
）
是
れ
知
ん
ぬ
。
真
如
門
に
依
ら
ば
、
諸
の
境
相
を
止
め
て
分
別
す
る
所
無
く
、
即
ち
根
本
無
分
別
智
を
成
ず
。

生
滅
門
に
依
ら
ば
、
説
相
を
分
別
し
、
諸
の
理
趣
を
観
じ
、
即
ち
後
得
智
を
成
ず
。
然
も
二
門
は
唯
だ
一
心
な
る
が
故
に
、
是
の
故
に
双
運
し
て

方
に
名
づ
け
て
正
止
観
と
す
る
こ
と
を
得
る
な
り
」。

72
『
釈
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、五
九
七
頁
中
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
聖
憲
・
釈
論
百
条
第
三
重
・
不
二
機
根
・
三
分
機
根




